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第1章
社会福祉連携推進法人の概要

人口動態の変化や福祉ニーズの複雑化・複合化の中で、社会福祉法人は、経営基盤の
強化を図るとともに、こうした福祉ニーズに対応することが求められています。このよ
うな問題意識の下、令和元年度に開催された「社会福祉法人の事業展開等に関する検討
会」により、社会福祉法人を中核とする非営利連携法人制度の創設について提言されま
した。

その後、令和２年６月に「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正す
る法律」が公布され、令和４年４月、「社会福祉連携推進法人」制度が創設されること
となりました。

社会福祉連携推進法人は、地域共生社会の実現に向け、地域ニーズに対応した新たな
取組の創出、その担い手となる福祉・介護人材の確保・育成等を進めていく観点から、
地域の福祉サービス事業者間の連携・協働のためのツールとして有効に活用されること
が期待されています。

本章では、社会福祉連携推進法人の概要について解説します。
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※以降、社会福祉連携推進法人は「連携推進法人」と表記します。



１ 社会福祉連携推進法人とは

連携推進法人は、次のことを目的として、福祉サービス事業者間の連携方策の新たな
選択肢として創設されました。２つ以上の社会福祉法人等の法人が社員として参画し、
その創意工夫による多様な取組を通じて、地域福祉の充実、災害対応力の強化、福祉
サービス事業に係る経営の効率化、人材の確保・育成等を推進することになります。
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連携推進法人は、社員の社会福祉に係る業務の連携を推進し、
 ❶地域における良質かつ適切な福祉サービスを提供するととともに、
 ❷社会福祉法人の経営基盤の強化に資すること
を目的としています。

同じ目的意識を持つ法人が個々の自主性を保ちながら連携し、規模の大きさを活かし
た法人運営を行うことが可能となります。

１ 連携推進法人の法人格と実施業務

地域福祉支援業務 地域福祉の推進に係る取組を社員が共同して行うための支援

災害時支援業務 災害が発生した場合における社員が提供する福祉サービスの利用者
の安全を社員が共同して確保するための支援

経営支援業務 社員が経営する社会福祉事業の経営方法に関する知識の共有を図る
ための支援

貸付業務 資金の貸付けを通じた社会福祉事業に係る業務を行うのに必要な資
金を調達するための支援

人材確保等業務 社員が経営する社会福祉事業の従事者の確保のための支援及びその
資質の向上を図るための研修

物資等供給業務 社員が経営する社会福祉事業に必要な設備又は物資の供給

連携推進法人は、一般社団法人を「社会福祉連携推進法人」として、所轄庁が認定を
する制度です。一般社団及び一般財団法人に関する法律（平成18年法律第48号。以下
「一般法人法」という。）に基づき設立される一般社団法人は、以下の表に掲げる業務
（以下「社会福祉連携推進業務」という。）の全部又はいずれかを行おうとする場合に、
社会福祉法（昭和26年法律第45号。以下「法」という。）第125条に規定する所轄庁（以
下「認定所轄庁」という。）から連携推進法人に係る認定（以下「社会福祉連携推進認
定」という。）を受けることができるとされています。
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なお、連携推進法人は、確実に社会福祉連携業務を行う体制を担保するため、社会福
祉事業を行うことができません（法132条第４項）。

連携推進法人が行う社会福祉連携推進業務の具体的内容については、第２章で詳しく
解説します。留意点を満たし、かつ各法令に抵触しない範囲で、その創意工夫に基づき、
多様な取組を自由に行うことが可能であるとされています。

２ 認定所轄庁

認定所轄庁は、連携推進法人の主たる事務所およびその行う事業の区域（各社員の本
部所在地）に応じて、次のとおり決められます。設立等の相談は、連携推進法人の認定
所轄庁に行うようにしてください。

概要 認定所轄庁

主たる事務所が市（特別区を含む。以下同じ。）の区域内にある連
携推進法人であって、その行う事業が当該市の区域を越えないもの

市長（特別区
の区長を含
む。）

主たる事務所が指定都市の区域内にある連携推進法人であってその
行う事業が１の都道府県の区域内において２以上の市町村の区域にわ
たるもの

指定都市の長

連携推進法人の行う事業が２以上の地方厚生局の管轄区域にわたる
ものであり、社員の主たる事務所が全ての地方厚生局の管轄区域にわ
たり、かつ社会福祉連携推進業務（法第125 条）の全てを行うもの又
はそれに類するもの

厚生労働大臣

上記以外のもの 都道府県知事

認定所轄庁の参考例 ※社員法人の本部所在地と、連携推進法人の認定所轄庁の例を示します。
（社員の所轄庁は影響しません）
※認定所轄庁は必ずしも社員法人の本部所在地である必要はありません

本部所在地 認定所
轄庁 補足

連携推進法人 社員法人① 社員法人②
A市 A市 A市 A市

A市(Y県) A市(A市所轄) B市(Z県所轄） Y県
B市(Z県) A市(A市所轄) B市(Z県所轄） Z県

C市(X県) A市(A市所轄) B市(Z県所轄） X県
連携推進法人本部と、
社員法人本部の所在県が

異なる例

D市(Y県中核市) D市(D市所轄) E市(Y県所轄） Y県
連携推進法人本部が
中核市で、社員法人本
部が県内複数市の例



２ 社会福祉連携推進法人の現状

連携推進法人は、同じ目的を持つ法人同士が、経営のバックアップを主たる目的とし
た連携推進法人を設立し、その業務を通じて様々な利益を享受していくための制度です。
参画している社員法人は、個々の自主性を保ちながら連携し、地域特性に応じた創意工
夫ある新たなサービスの創出や、福祉人材の確保とともに働きやすい職場環境の整備、
物資調達の効率化などの、規模の大きさを活かした法人運営を行うことが可能となりま
す。厚生労働省が示した資料によれば、連携推進法人設立による効果として、以下のよ
うなものがあげられています 。
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〇複数法人が共同で一定の業務を行うことによるスケールメリットの導入、経営コストの
縮減

〇複数法人が負担する会費等で運営される事務体制のシェアリング
〇連携推進法人としてのブランディングによる地域住民・休職者への訴求力強化
〇サービス手法、人材育成、新規事業所開設等他法人のノウハウの共有
〇相談窓口間のリファー、空き定員の紹介等他法人が保有するサービス資源の共有
〇「地域における公益的な取組」の共同実施等による地域に不足するサービス資源の創出

これらの効果は、地域福祉の一層の推進や個々の社員（社会福祉法人等）の経営基盤
強化につながると考えられています。

令和５年10月1日現在、20の連携推進法人が設立されています。ここでは、現時点で設
立されている連携推進法人の現状をアンケート調査を実施し、回答が得られた10法人に
ついて掲載した結果を掲載します 。
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❶実施している連携推進業務
現在ある連携推進法人が実施している社

会福祉連携推進業務を確認すると、全ての
法人が、「人材確保等業務」を行っていま
す。一方、「貸付業務」は行われていませ
ん。

❷連携推進法人を設立したことによるメリット
半数以上の連携推進法人が回答したメリットは以下のとおりです。

〇共通で研修等を実施し、職員のスキルアップ、研修効果の向上、受講機会等の拡大、経
費の削減、業務量の軽減につながった

〇社員法人の理事長等が直接顔を合わせて、連携や機能分担について話し合う場ができた
〇社員法人の様々な職種間での連携（顔の見える関係）が進み、建設的な提案により業務
の効率化につながるようになった

〇連携推進法人となることで、構成法人間での距離感が縮まり、経営的にも率直な話がで
きるようになった

〇社員法人間のノウハウを活用し、質の高いサービスを提供できるようになった
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

地域福祉支援業務

災害時支援業務

経営支援業務

貸付業務

人材確保等業務

物資等供給業務

その他業務
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❸「合併」ではなく、連携推進法人を選択した理由
合併ではなく連携推進法人を選択した理由として、「各法人の独立性を維持したまま、連

携を強化したかったから」と全ての法人が回答しました。また、「合併しなくても、連携推
進法人のみにできる事業があったから」と７法人が回答しています。

❹「緩やかな連携」ではなく連携推進法人を選択した理由
合併ではなく連携推進法人を選択した理由として、「個人的なつながりだけではなく、公

式な関係を構築したかった」とほぼ全ての法人が回答しました。
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

各法人の独自性を維持したまま、連携を強化したかった
から

合併しなくても、連携推進法人のみにできる事業（人材
確保・育成、物資等供給、貸付業務等）があったから

法人格が異なる社員法人との連携が必要と考えたから

将来的には合併を予定していて、そのための準備期間と
して連携推進法人を活用したかったから

その他

合併には膨大な労力とエネルギーを要し、今回は難し
かったから



第2章
申請のポイント

本章では、社会福祉連携推進法人を設立する上でのポイントについて、具体例を交え
て解説します。なお、一般法人法のうち、一般社団法人に係る規定（ただし、同法第５
条第１項（名称）、第67条第１項及び第３項（監事の任期）、第128条（貸借対照表等の
公告）並びに第５章（合併）の規程を除く）も参照してください。
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１ 社会福祉連携推進業務
本節では、社会福祉連携推進業務について、具体例を交えながら解説します。
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(１) 地域福祉支援業務（法125条第１号）

地域福祉推進業務は、次の点を満たす業務が該当します。

○ 地域福祉の推進に係る取組であること

「地域福祉の推進に係る取組」とは、地域住民の福祉ニーズに対応するインフォーマルな
取組が広く該当します。

○ 当該取組を社員が共同して行うものであること

○ 当該取組を連携推進法人が支援するものであること

「当該取組を連携推進法人が支援する」とは、当該取組の実施に当たって、福祉サービス
の提供は社員が行うことを前提としつつ、社員間の情報共有や連絡調整、ノウハウの共有
といった連携強化のための支援を行うことです。

連携推進法人は、社会福祉事業を行うことができないため、原則として連携推進法人自体
が主体となって、地域住民等に対し、社会福祉を目的とする福祉サービスを提供するよう
な取組は該当しません。

【例外】※連携推進法人が地域福祉の推進に係る取組を実施できる場合

地域の福祉ニーズを踏まえつつ、連携推進法人が社員である社会福祉法人等を支援する一環で、
社会福祉を目的とする福祉サービス（社会福祉事業を除く。）であって、先駆的なものや地域にお
ける供給量が著しく不足するもの等を行う場合については、次要件をいずれも満たせば、地域福祉
支援業務に該当するものとして差し支えがないとされています。具体的な計画に基づき、実施の可
否を認定所轄庁と相談してみてください。

ア 連携推進法人と社員の両方が当該福祉サービスを提供していること
イ 連携推進法人から社員へのノウハウの移転等を主たる目的とするなど、連携推進法人が福祉

サービスを実施することが社員への支援にあたること
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地域福祉支援業務 実践事例１
社会福祉協議会が行う学習支援にかかる支援
事例

連携推進法人の本部がある地域の社会福祉
協議会が生活困窮者自立支援事業の「学習支
援」を実施できるよう、社員法人による協力
を支援した。

地域福祉支援業務の内容について、法第24条第２項に規定する、いわゆる「地域における公
益的な取組」を含め、社員が行う地域福祉に関する取組を促進するなどの観点から、例えば次
のようなものが考えられます。

・地域住民の生活課題を把握するためのニーズ調査の実施
・ニーズ調査の結果を踏まえた新たな取組の企画立案、支援ノウハウの提供
・取組の実施状況の把握・分析
・地域住民に対する取組の周知・広報
・社員が地域の他の期間と共同を図るための調整
・社員の経営する施設等の利用者であって判断能力が不十分なものに対する法人後見

既存の連携推進法人においても、地域福祉支援業務は様々な取組がなされています。ここで
は、その一例を示します。

地域福祉支援業務 実践事例２
地域住民を巻き込んだファッションショーの
開催支援

地域住民の方がモデルとなってファッショ
ンショーを実施した。このプロジェクトでは、
社員法人から職員が企画段階から関与して、
当日の運営までを実施した。連携推進法人と
しては、両法人の公益的な取組として実施し
たこのプロジェクトの調整役を担った。

地域福祉支援業務 実践事例３
各社員が行う取組のノウハウを共有して実施
を検討している事例

各社員の地域課題が異なることから、地域
公益的取組の企画・立案、調整のため、地域
公益的取組の分類及び見直し、深化したい地
域公益的取組の研究、実施項目の可視化を通
じて各社員が行う取組のノウハウを共有して
おり、共同で実施する地域公益的取組を検討
している。
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(２) 災害支援業務（法125条第２号）

災害支援業務は、次の点を満たす業務が該当します。

○ 災害が発生した場合において、社会福祉事業を経営する社員が提供する福祉サービスの利用
者の安全を確保するための取組であること

「災害」とは、自然災害に限らず、感染症の発生等の危機的状況も含まれます。

「社会福祉事業を経営する社員が提供する福祉サービス」とは、社会福祉事業を経営す
る社員が提供する福祉サービスであれば、社会福祉事業に限らず、特段の制約はなく、例
えば福祉避難所として受け入れた被災者等に対する支援も含まれます。

○ 当該取組を社員が共同して行うものであること

○ 当該取組を連携推進法人が支援すること

「当該取組を連携推進法人が支援する」とは、社員が提供する福祉サービスの利用者の
安全を確保するための取組に対して、社員間の情報共有や連絡調整、人材や物資の融通等
といった支援を行うことです。

【留意点】

 災害時支援業務の実施に当たって、連携推進法人及びその社員は、常に連携推進法人の活動区域
内の地方公共団体（認定所轄庁以外の地方公共団体を含みます。以下同じです）と連携し、これ
らの対策と調和が保たれるよう、努めなければなりません。

災害支援業務の内容について、災害時において、社員が提供する福祉サービスに係る事業継
続性の確保や相互支援体制の整備などを図る観点から、例えば、次のようなものが考えられま
す。

・災害時支援ニーズの事前把握
・いわゆる業務継続計画の策定や避難訓練の実施
・被災した社員の経営する施設等（以下「被災施設等」という。）に対する被害状況調査の
実施

・被災施設等に対する応急的な物資の備蓄・提供
・被災施設等の利用者の他施設への移送の調整
・被災地等で不足する人材の応援派遣の調整
・地方公共団体との連絡・調整
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災害支援業務 実践事例１
連携推進法人としてのBCP（事業継続計画）
の策定

連携推進法人として、社員法人が一体的に
対応できるように、BCP（事業継続計画）の
策定を支援した。その一環で、同一地域内の
事業所での合同訓練を円滑に実施できるよう
な支援や、災害物資リストの共通化、相互応
援体制の構築支援を行った。

既存の連携推進法人においても、避難訓練や発災時の対応の検討や、BCP（事業継続計画）
の策定が共同で取り組まれています。

災害支援業務 実践事例２
災害対策合同訓練の実施

社員法人が運営する事業所に、社員法人の
職員が集まり、合同での防災訓練を行った。
１カ所に集まることで、職員同士の交流も深
まり、防災訓練だけに限らず、事業所間の支
援の質の向上といった副次的な効果も生んで
いる。

災害支援業務 実践事例３
災害時の支援協定

遠方の社員法人同士が加盟している連携推
進法人では、災害時に職員の派遣や物資の支
援を行うことなどの協定を結んでおり、連携
推進法人が、そのとりまとめの役割を担って
いる。

災害支援業務 実践事例４
福祉サービスの継続的な実施のための相互支
援体制の構築

災害時支援ニーズの事前把握、被災社員法
人に対する人材の応援派遣の調整、被災社員
法人に対する応急的な物資提供の調整、利用
者の他施設への移送支援の調整、避難訓練の
共同実施やノウハウ提供などを実施する予定
である。
連携推進法人の認定を受ける前から合同防

災訓練を実施しており、災害時の受入訓練な
ども実施している。
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(３) 経営支援業務（法125条第３号）

経営支援業務は、次の点を満たす業務が該当します。

○ 社員が経営する社会福祉事業の経営方法に関する知識の共有を図る取組であること

「社員が経営する社会福祉事業の経営方法に関する知識の共有」とは、特定の社員が持つ
経営方法に関する知識を共有することに限らず、社会福祉事業の経営ノウハウを共有する
などの取り組みも該当します。

「社会福祉事業の経営方法に関する知識」とは、社会福祉事業の経営を確立するために
は幅広い知識が求められることを踏まえ、直接的に社会福祉事業にかかわる知識に限られ
るものではありません。

○ 当該取組を連携推進法人が支援するものであること

「当該取組を連携推進法人が支援する」とは、当該取組の実施に当たって、社員間の連絡
調整、社員へのコンサルティング等の支援を行うことです。

【留意点】

 経営支援業務には、連携推進法人が社員の事務処理の代行を行うことも含まれますが、関連法令
に違反しない範囲で行われる必要があります。

 例えば、租税に関する申告や書類の作成等は税理士法（昭和26年法律第237号）により、
労働基準法（昭和22年法律第49号）や職業安定法（昭和22年法律第141号）等に基づく書
類の作成や手続き等は社会保険労務士法（昭和43年法律第89号）により、連携推進法人
が行うことはできません。

経営支援業務の内容については、社員の経営の適正化又は効率化などを支援する観点から、
例えば次のようなものが考えられます。

・社員に対する経営ノウハウ等に関するコンサルティングの実施
・賃金テーブルの作成等人事・給与システムに関するコンサルティングの実施
・社員の財務状況の分析・助言
・社会福祉法人会計に関する研修の実施等適正な財務会計の構築に向けた支援
・社員の特定事務に関する事務処理の代行
・社員の施設等における外国人材の受入支援
（介護職種に係る技能実習の監理団体として行う業務に限る）
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経営支援業務 実践事例１
社員法人への経営コンサルティングの実施

連携推進法人の理事長が所属する社員法人
の職員により、他の社員法人の経営改善に関
するコンサルテーションを行っている。連携
推進法人の理事長が社員法人の理事も兼務し
ており、より深いところで経営課題を明らか
にし、その改善に取り組んでいる。

既存の連携推進法人においても、社員法人間のコンサルティングの実施や、業務のICT化支
援などの取り組みが行われています。

経営支援業務 実践事例２
業務のICT化促進

業務に使用するIT機器やサービスの調達・
導入やインフラ整備、システム導入・開発に
至るまで幅広く支援し、業務におけるICT化を
迅速かつ安全に提供することで、社員法人が
将来にわたり事業継続可能となるように支援
している。

経営支援業務 実践事例３
web広報等を含めた広報活動の推進

社員法人からwebサイト・広報物等の制作
や、広告運用などを受託し、医療・介護・福
祉施設のPR支援並びに利用者獲得を図ってい
る。具体的には、webサイトの作成、更新、
保守、名刺作成、パンフレット・チラシ作成、
インターネットのSEO対策などを行っている。

経営支援業務 実践事例４
社員法人間でスキルの見える化の推進

各社員法人に共通で、資格取得の支援や相
談員、事務職員、介護職員をスキルアップさ
せていくための指導方法などについて、情報
共有をしている。育成のためのチェックリス
トも作成しており、各職員の育成のポイント
が各社員法人間で共通で可視化できるように
している。
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(４) 貸付業務（法125条第４号）

貸付業務は次の点を満たす業務が該当します。

○ 社会福祉法人である社員に対する貸付であること

○ 該貸付けに係る原資は、貸付けを受ける社員以外の社会福祉法人である社員から連携推進法
人に対して貸付けを受けたものであること

【留意点】

 金銭消費貸借契約について、連携推進法人の社員は、特別の利害関係を有する社員が議決権を行
使しようとしたことによって、著しく不当な決議がされた場合、一般法人法第266条の規定に基
づき、裁判所に社員総会等の決議の取消しの訴えが提起できます。

 貸付業務は、民間金融機関による融資や独立行政法人福祉医療機構等による政策融資の補完的な
役割を担うものであることとされます。

貸付業務を行う場合の契約や方法について、次の通りに行うこととされています。

【契約締結方法】

ア．貸付原資を連携推進法人に提供する社員（以下「貸付原資提供社員」という。）と連携推進法
人との間の金銭消費貸借契約、連携推進法人と貸付けを受ける社会福祉法人である社員（以
下「貸付対象社員」という。）との間の金銭消費貸借契約を、それぞれ締結すること

イ．貸付資金が返済不能になる場合に備え、返済不能時の資金回収手続きや改修資金分配等の処理
について、私法上の契約締結をすること

貸付業務を行う際は、貸付当事者間での合意を図ることや、条件、留意事項等がありますので、
詳細は別紙１「貸付業務の実施方法」を参照してください。

貸付金の使途のイメージ

１ 施設・事業所に供する建物の修繕、軽微
な改修

２ 従業員の採用、処遇改善に係る費用
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(５) 人材確保等業務（法125条第５号）

人材確保等業務は次の点を満たす業務が該当します。

○ 社員が経営する社会福祉事業の従事者確保のための支援

「社会福祉事業の従事者の確保」には、次のような多様な取組が広く含まれます。

・新たな従事者の募集や採用、外国人材の受入れの調整等、多様な人材の確保の
ための取組

・社員間の人事交流の支援等既存の従事者が職場に定着するための取組
・学生に対する職場体験の調整等福祉の仕事の魅力を発信するための取組

○ 社員が経営する社会福祉事業の従事者の資質の向上を図るための研修

【留意点】 労働関連法令の遵守

 人材確保等業務には、連携推進法人が社員間の人事交流を支援することが含まれますが、労働関
係法令に抵触しない方法で行う必要があります。

 例えば、連携推進法人が自ら求人及び休職の申し込みを受け、社員である法人との間の
雇用関係の成立をあっせんすることは職業安定法に定める職業紹介事業に該当し、連携
推進法人と従業員とが雇用契約を締結し、当該従業員を社員である法人の指揮命令にお
いて当該社員の下で労働に従事させることは、労働者派遣事業の適正な運営の確保及び
派遣労働者の保護等に関する法律（以下「労働者派遣法」という。）に定める労働者派
遣事業に該当するものであり、職業紹介事業又は労働者派遣事業を行う場合は、別途職
業安定法又は労働者派遣法の規定に基づき、適正な手続きにより許可を得る必要があり
ます。

連携推進法人の社員が、当該連携推進法人の人材確保等業務として、社会福祉事業に従事す
る職員の募集を行わせる場合（以下「委託募集」という。）には、本来、職業安定法第36条第
１項及び第３項の規定に基づき、当該社員について厚生労働省の許可又は届出が必要となりま
すが、法第134条第２項の規定に基づき、連携推進法人が必要な事項を厚生労働省が届け出るこ
とにより実施が可能となります。委託募集を行う場合は、別紙２「委託募集の特例の実施方
法」を参照してください。
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人材確保等業務 実践事例１
社員法人の職員が集まって実施する合同研修

社員法人の職員が研修企画を行い、年間を
通じた研修を実施している。小さい法人だと
実施が難しい階層別研修を実施している。具
体的には、採用当時の新人研修、採用１年目、
２年目それぞれの専門研修、採用５年目以降
の職員を対象としたOJT研修も行われている。
更には介護福祉士、介護支援専門員などの資
格取得支援研修も行っている。

人材確保等業務については、連携推進法人において様々な取組がなされています。以下、実
際に行われている事例を示します。

人材確保等事業 実践事例２
業務のICT化促進

社員法人が抱える課題について、スーパー
バイザーが介入、助言、伴走支援をしている。
具体的には、研修体系の整理やOJTの仕組み
づくり、会議体系の整理などを行っている。

人材確保等事業 実践事例３
社員法人共通の人事評価システムの導入

現在は人事評価制度の運用を各法人で行っ
ているが、連携推進法人の社員法人間で共通
の人事評価システムを導入した。共通のシス
テムを導入することで、コスト面での効率化
がはかれるとともに、将来的には人事交流や
人材育成にもつながると考えられる。また、
将来的な人事評価制度の共通化なども視野に
入れ、外部講師を招聘して、社員法人のリー
ダークラスを対象としたフィードバック研修
を実施した。

人材確保等事業 実践事例４
採用イベントへの共同出展

連携推進法人として、採用フェアへの共同
出展を行っている。採用を進めるためには、
一定のブランド力が必要であることから、地
方の法人や小規模法人は有効に活用できると
考えられる。なお、応募があった際は、求職
者の希望勤務地や事業の種類等を踏まえて、
個別に社員法人に紹介している。

人材確保等業務の内容について、社員が提供する福祉サービスの従事者の確保、その職場へ
の定着、資質の向上などを図る観点から、例えば次のようなものが考えられます。

・社員合同での採用募集
・出向等社員間の人事交流の調整
・賃金テーブルや初任給等の社員間の共通化に向けた調整
・社員の施設等における職場体験、現場実習等の調整
・社員合同での研修の実施
・社員の施設等における外国人材の受入支援
（経営支援業務である介護職種に係る技能実習の監理団体として行う業務を除く）
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(６) 物質等供給業務（法125条第６号）

物資等供給業務は次の点を満たす業務が該当します。

○ 社員が経営する社会福祉事業に必要な設備又は物資であること

○ 当該設備又は物資を連携推進法人が供給すること

「当該設備又は物資を連携推進法人が供給すること」には、連携推進法人が一括調達して
社員に供給することのほか、連携推進法人が生産して社員に供給することを含みます。

なお、食品衛生法（昭和22年法律第233号）等の関係法令を遵守した上で、社員から連携
推進法人が委託を受けて、社員の施設等で提供される給食の供給を行うことも含まれます。

物資等供給業務について、社員の物資調達に係る費用の効率化、事務負担の軽減などを図る
観点から、例えば次のようなものが考えられます。

・紙おむつやマスク、消毒液等の衛生用品の一括調達
・介護ベッドや車いす、リフト等の介護機器の一括調達
・介護記録の電子化等ICTを活用したシステムの一括調達
・社員の施設等で提供される給食の供給

物資等供給業務 実践事例１
共同購入のための相見積もりとデータベース
化の実施

衛生用品などの調達価格を調査の上、連携
推進法人として共同購入した場合の見積もり
を徴取し、データベース化して社員法人に対
し水平展開し、共同購入に向けた資料を作成
している。具体的には、介護機器や衛生用品
などの一括調達、ICTを活用したシステムの一
括調達、人事・財務などの経営システム改善
に向けたコンサルティングの一括発注などを
今後実施予定である。

連携推進法人が取り組んでいる物資等供給業務としては、以下のようなものがあります。
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(７) 社会福祉連携推進業務以外の業務の取扱い（法132条第３号・第４項）

社会福祉連携推進業務以外の業務（以下「その他業務」という。）については、
次の点を満たすものについては、行って差し支えありません。

○ 社会福祉連携推進業務に関連する業務であること

○ その他の業務の事業規模が、連携推進法人全体の事業規模の過半に満たないこと

○ その他業務を行うことによって、社会福祉連携推進業務の実施に支障を及ぼすおそれがない
ものであること

○ 社会福祉事業その他社会福祉を目的とする福祉サービス事業でないこと

「その他業務」の内容に特段の制約はありませんが、連携推進法人の社会的信用を傷つける
恐れがあるもの又は投機的なものは、適当ではありません。

また、当該業務から得られた収益は、社会福祉連携推進業務に充当することとされます。実
際に行われている取組例についても掲載します。

その他業務 実践事例１
業界関係者を巻き込んだイベントの実施

保育業界の活性化とこどものための政策を
議論するためのイベントを都内大学で開催し
た。多くの人に来場してもらい、保育や子育
てのことについて考えるきっかけとなってい
る。



２ 連携推進法人の組織
本節では、連携推進法人の組織について解説します。
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連携推進法人は、社員の過半数は社会福祉法人であり、社員は連携推進法人に会費等を支払
い、意思決定機関である社員総会で議決権を行使して、法人運営に参加します。
連携推進法人の業務を執行する機関は理事で構成される理事会となっており、理事の職務を

監査する機関として監事、会計監査人（一定規模以上の法人のみ）がいます。
社会福祉連携推進評議会は、連携推進法人の運営に地域ニーズを反映するなどのため、必ず

設置することになっており、意見具申・業務評価機関として位置づけられます。

説明

社員総会：重要事項の議決機関
・全社員が参加
・社員は過半数が社会福祉法人

選任
解任

理事会：業務執行機関
・理事６名以上

報告 選定
解職

代表理事
・理事の中から互選

開催日時
議案決定

監事：理事職務の監査
・２名以上
・一定規模以上は
会計監査人

社会福祉連携推進評議会
：意見具申・評価機関

・３名以上
福祉サービス利用者団体
経営者団体
学識経験者 等

選任
解任

意見
具申

監査

招集
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(１) 社員

連携推進法人における社員の役割や参加できる者の範囲について記載します。

〇 社員の役割

社員の役割は以下になります。

• 会費や入会金、業務委託費等(以下「会費等」という。)を負担すること
• 連携推進法人の運営に参画すること
• その他運営に係る重要事項の意思決定に当たって社員総会において議決権を行使
すること

〇 社員に参画できる者の範囲（法第127条第２号）

連携推進法人の社員に参画できる者の範囲については、次に掲げるもののいずれかにな
ります。なお、法人の法人格の種別は問いません。

• 社会福祉法人
• 社会福祉事業を経営する法人
• 介護保険法に規定する居宅介護支援事業所や老人福祉法に規定する有料老人ホー
ムを経営する事業等、社会福祉を目的とする福祉サービス事業を経営する法人
（社会福祉法施行規則（以下「施行規則」という。）第40条第１項第２号）

• 介護福祉士養成施設や社会福祉士養成施設、保育士養成施設、初任者研修実施機
関等、法第89条に規定する社会福祉事業等従事者を養成する機関（学校を含
む。）を経営する法人（施行規則第40条第１項第１号）

【留意点】

 地方公共団体については、社会福祉法人等に対し、施設等の許認可、補助金等の支給、指導監督
等の優越的地位にあることから、議決権を行使し得る社員となることができません。ただし、地
方公共団体と連携推進法人が実効上の連携を妨げるものではありません。

 社員の過半数は、社会福祉法人でなければなりません。
 ２以上の法人が社員として参画しなければなりません。なお、社員の過半数は社会福祉法人でな
ければならないことから、社会福祉法人以外の法人が社員に加わる場合は、３以上の社員が必要
となります。

 法人でない場合は社員として参画できません。このため、２以上の施設等を有する法人の場合、
施設等単位ではなく、法人として社員に参画しなければなりません

 複数の連携推進法人の社員になれます。
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(２) 社員総会

連携推進法人における社員総会の役割や参加できる者の範囲について記載します。

〇 社員総会の役割

社員総会は、法人運営に係る重要事項の意思決定機関として、一般法人法に基づき、社
員が出席し、理事、監事、会計監査人の選任・解任や定款の変更、計算書類や役員報酬等
基準の承認、社員の除名等の決議を行います。

〇 議決権に関する留意事項（法第127条第５号イ及び施行規則第40条第２項関係）

連携推進方針会議の留意事項は以下になります。

• 連携推進法人の社員の議決権は、社員間の公平性を担保するため、原則として、１社
員あたり、１の議決権です。

• 上記にかかわらず、連携推進法人の適切かつ効果的な運営を推進する観点から、次に
掲げる要件をすべて満たす場合には、定款に定めるところにより、原則とは異なる取
扱いとすることも可能です。

• 社員である社会福祉法人の議決権が総社員の議決権の過半数を占めている必要があり
ます。

• 議決権の行使は、社員に係る法人の代表者が行う必要があります。

 ただし、一般法人法第50条第１項の規定により当該代表者以外の代理人が議決権
を行使する場合には、当該議決権行使の内容につき、あらかじめ社員に係る法人
の理事会において決議を経ている必要があるとともに、連携推進法人に対し、代
理権を証明する書面を提出しなければなりません。

【原則と異なる取り扱いをする場合の要件】
１．社会福祉連携推進目的に照らし、不当に差別的な取り扱いをしないこと

２．社員が連携推進法人に対して提供した金銭その他の財産の価格に応じて異
なる取り扱いをしないこと

３．１の社員に対し、総数の半数を超える議決権を配分しないこと

※不当に差別的な取り扱いとは、例えば以下のような場合が考えられます。
１．特定の法人格であることを理由に議決権の配分を減らすこと
２．貸付業務の貸付けを受けることを理由に議決権の配分を減らすなど、社会福祉

連携推進業務に当たって社員間に生じる立場の違いを理由に議決権の配分を減
らすこと

※１の社員に対し、総数の半数を超える議決を配分しないとは、以下のような内容
となります。
社員総会での実質的な議論を確保できない配分を行わないことが趣旨であり、特

定の少数の社員において過半数の議決権が寡占状態にあるなど、これと同視される
ような配分は認められないものであること。
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〇 社員総会の運営に関する留意点

社員の総会の運営に関する留意事項は以下になります。

• 社員総会は、一般法人法及び定款で定めた事項に限り、決議をすることができます
（一般法人法第35条第２項） 。社員総会の主な権限は以下の通りです。

• 社員総会の運営にあたり、次について、留意することが必要となります。

① 理事、監事、会計監査人の選任及び解任       ② 社員の除名
③ 定款の変更                                              ④ 計算書類の承認
⑤ 役員の報酬の決定（定款で額が定められていない場合のみ）等

【留意点】
 社員総会は、一般法人法及び定款で定めた事項に限り、決議をすることができます。
（一般法人法第35条第２項）

 社員総会は原則として、理事が招集します。(一般法人法第36条第３項及び第37条)
 社員総会の日時・場所等の招集に関する事項の決定は、理事会の決議によります。
（一般法人法第38条第２項)

 理事は、社員総会の日の１週間前までに、社員に対して招集を通知しなければなりま
せん。ただし、書面又は電磁的方法による議決権行使ができることとする場合には２
週間前までに当該通知を行う必要があります。(一般法人法第39条)

 上記の総社員の議決権の30分の１以上（定款において、これを下回る割合を定めるこ
とも可。）の議決権を有する社員は、理事に対し、一定の事項を社員総会の目的とす
ることを請求することができます。(一般法人法第43条第２項）

 社員は、社員総会において、社員総会の目的である事項につき、議案を提出すること
ができます。(一般法人法第44条)

 社員総会の決議は、定款に別段の定めがある場合を除き、総社員の議決権の過半数を
有する社員が出席し、出席した当該社員の議決権の過半数をもって行います。ただし、
社員の除名、定款の変更等の事項については、総社員の半数以上であって、総社員の
議決権の３分の２以上にあたる多数をもって行わなければなりません。

 書面による議決権行使は、議決権行使書面を提出して行います。
 書面によって行使された議決権の数は、出席した社員の議決権の数に参入します。

(一般法人法第51条) ※なお、この点は社会福祉法人では認められていない制度です。
 理事及び監事は、社員総会において、社員から特定の事項について説明を求められた
場合には、当該事項について必要な説明をしなければなりません。(一般法人法第53
条)
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【留意点（つづき）】
 社員総会の議事録を作成し、社員総会の日から10年間、主たる事務所に、社員総会の
日から５年間、その写しを従たる事務所に備え置かなければなりません。社員及び債
権者は、連携推進法人の業務時間内は、いつでも当該議事録の閲覧又は謄写の請求が
できます。（一般法人法第57条）

 社員総会の目的である事項について、社員全員が書面又は電磁的記録により同意の意
思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の社員窓外の決議があったものとみなさ
れます。（一般法人法第58条）

経営の意思決定に関する実践事例１
委員会活動を通じた連携推進方針の現場
への落とし込み

年に一回の社員総会だけでは柔軟な実
践につなげることが難しいことから、地
域福祉推進委員会、災害対策委員会等の6
つの委員会を作っており、5名の理事長等
が委員会を主催し、5法人から担当職員が
集まって開催している。各委員会の実施
濃度は差があるが、研修や調査を行うな
ど、それぞれの取組を行っている。

既存の連携推進法人では、連携推進法人としてのガバナンスの確立やヴィジョンを共有
するために、社員総会以外の取り組みとして、様々な工夫が取り入れられています。以下
はその一例です。

経営の意思決定に関する実践事例２
経営層会議を通じた柔軟な意思決定を促
進

連携推進法人としての活動経過や今後
の事業計画の策定といった法人の意思決
定は理事会で行っているが、この他に
「経営層会議」を実施している。
「経営層会議」は社員法人の理事長等

が参加して３者で開催するとともに、頻
繁にやり取りをして、研修等の活動内容
について検討をしている。
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(３) 代表理事、理事

代表理事及び理事の役割や参加できる者の範囲について記載します。

〇 代表理事、理事の役割

代表理事及び理事の役割は以下になります。

• 理事は、連携推進法人の業務を遂行するとともに、理事会を構成します。
• 代表理事は、連携推進法人を代表する者として理事の中から選定し、連携推進法人の
業務に関する一切の裁判上又は裁判外の行為をする権限を有します。（一般法人法第
77条第４項）

• 代表理事（又は業務執行理事）は、定期的に、職務執行状況を理事会に報告します。
（一般法人法第91条第２項）

• 理事は、理事会における議決権の行使等を通じ、代表理事や他の理事の職務の執行を
監督する役割を担います。

〇 代表理事及び理事に関する留意事項

代表理事及び理事に関する留意事項は以下の通りです。

• 員数（法第127条第５号ロ（１）及び同号ハ）
 理事を６人以上置き、このうち代表理事を１人選任することとされます。

• 選任・解任
 理事は、社員総会の決議によって選任及び解任されます。
 理事会は、代表理事を理事の中から選定・解職することができます。
 代表理事の選定、解職については、認定所轄庁の認可が必要となります。
 理事の任期満了時は、改めて代表理事を選定する必要があるため（変更の有無
にかかわらず）、選定につき認定所轄庁の認可が必要です。

 認定所轄庁の認可日が、代表理事の就任日となるため、代表理事が不在の期間
をなるべく生じないよう、事前の認定所轄庁と十分に協議することが必要です。

• 資格要件（法第127条第５号ロ（４））
 社会福祉連携推進業務について識見を有する者及び社会福祉連携推進業務を実
施する区域（以下「社会福祉連携推進区域」という。）における福祉サービス
に関する実情に通じているものを含むことが必要です。

• 兼職禁止
 同一の連携推進法人の監事又は社会福祉連携推進評議会の構成員を兼ねること
ができません。
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〇 代表理事及び理事に関する留意事項（続き）

• 特殊関係者の制限（法第127条第５号ロ(２)及び施行規則第40条第３項関係）
 理事のうちに、次に掲げる各理事の特殊関係者が３人を超えて含まれず、さら
に理事及びその特殊関係者が理事の総数の３分の１を超えて含まれないことと
されます。
 当該理事の配偶者
 当該理事の三親等以内の親族
 当該理事と事実上婚姻関係と同様の事情にある者
 当該理事の使用人
 当該理事から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者
 当該理事の使用人、当該理事から受ける金銭その他の財産によって生計を
維持している者の配偶者

 当該理事と事実上婚姻関係と同様の事情にある者、当該理事の使用人、当
該理事から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者の三親
等以内の親族であって、これらの者と生計を一にする者

• 同一法人出身理事の制限
 理事のうち、同一法人出身者は、理事の総数の３分の１（社員の数が２である
連携推進法人にあっては２分の１）を超えてはなりません。

• 任期
 選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時社員総会の
終結の時までとします。

 ただし、定款の定めによりこれを短縮することは可能である。また、再任する
ことは差し支えありません。

• 業務執行理事
 理事会の決議によって、代表理事以外の業務を執行する理事を選定することが
できます。（一般法人法第91条第１項）

 業務執行理事は、定期的に、職務執行状況を理事会に報告します。（一般法人
法第91条２項）

既存の連携推進法人では、社員法人の理事長が理事になっていることがほとんどのよ
うです。理事の人選に苦労したとの話もあったことから、参考に実践事例を掲載します。

実践事例
社員法人の代表者、社員法人の事務部門の管理者、接点のある社会福祉法人の
理事長、行政関係者、地域の代表、市議、社会福祉事業現場責任者、
学識経験者、経営コンサルタント 等
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(４) 理事会

理事会の役割について記載します。

〇 理事会の役割

理事会は、業務執行の決定、理事の職務の執行の監督、代表理事の選定及び解職を担
います。理事は、連携推進法人の業務を遂行するとともに、理事会を構成します。

〇 理事会運営に関する留意事項

理事会運営に関する留意事項は以下の通りです。

• 代表理事又は業務執行理事
 ３か月に１回以上（定款において、毎会計年度に４か月を超える間隔で２回以
上とすることも可）、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければなり
ません。（一般法人法第91条第２項）

• 理事
 協業及び利益相反取引を行う場合には、理事会において、当該取引について重
要な事実を開示し、その承認を受けなければならなりません。(一般法人法第92
条)

• 理事会
 各理事（理事会を招集する理事を定款又は理事会で定めたときは、当該理事）
が招集します。（一般法人法第93条）

• 理事
 理事会の日の１週間前（定款において、これを下回る期間を定めることも
可。）までに、各理事及び各監事に対して招集を通知しなければならなりませ
ん。（一般法人法第94条）

• 理事会の決議
 議決に加わることができる理事の過半数（定款において、これを上回る割合を
定めることも可。）が出席し、その過半数をもって行います。（一般法人法第
95条第１項）

 書面による議決権行使は、認められません。（※社員総会は可）
 理事会の決議の目的である事項に係る提案について、議決に加わることができ
る理事全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたとき（監事が当
該提案について異議を述べたときを除く。）は、当該提案を可決する旨の理事
会の決議があったものとみなす規定（＝決議の省略）を、定款で定めることが
できます。（一般法人法第96条）

 理事会の議事録を作成し、理事会の日（決議の省略による場合を含む）から10
年間、主たる事務所に備え置かなければなりません。

• 社員及び債権者
 裁判所の許可を得て、当該議事録の閲覧又は謄写の請求ができます。（一般法
人法第97条）

※重要な財産の処分等、法に列挙された重要事項の決定については、理事に委任するこ
とができません。（一般法人法第90条第４項）
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(５) 監事

監事の役割等について記載します。

〇 監事の役割

監事は、理事の職務執行を監査し、監査報告を作成します。

〇 監事に関する留意事項

監事に関する留意事項は以下の通りです。

• 員数
 ２人以上置きます（法第127条第５号ロ（１））

• 選任・解任
 社員総会の決議によって選任及び解任されます。

• 資格要件
 財務管理について識見を有する者を含むこと(法第127条第５号ロ(４))

• 兼職禁止
 同一の連携推進法人の理事又は社会福祉連携推進評議会の構成員を兼ねるこ
とができません。

• 特殊関係者の制限(法第127条第５号ロ(２)及び施行規則第40条第３項関係)
 監事のうちに、次に掲げる各理事及び監事（以下「役員」という。）の特殊
関係者が含まれないこと

 当該役員の配偶者
 当該役員の三親等以内の親族
 当該役員と事実上婚姻関係と同様の事情にある者
 当該役員の使用人
 当該役員から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者
 当該役員の使用人、当該役員から受ける金銭その他の財産によって生
計を維持している者の配偶者

 当該役員と事実上婚姻関係と同様の事情にある者、当該役員の使用人、
当該役員から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者
の三親等以内の親族であって、これらの者と生計を一にする者

• 同一法人出身理事の制限
 監事のうち、同一法人出身者が含まれず、かつ理事と同一法人出身者は１人
までとすること

• 任期
 選任後２年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時社員総会
の終結の時までとする。ただし、定款の定めによりこれを短縮することは可
能である。また、再任することは差し支えない。

既存の連携推進法人では、監事の人選は、社員法人の監事になってもらう場合や、社
員法人の経営には関与していない第三者に監事になってもらう場合などがあるようです。



28

(６) 会計監査人 ※一定以上の規模の法人に設置義務

理事会の役割について記載します。

〇 会計監査人の役割

会計監査人は、一定以上の規模を有する連携推進法人が作成する計算書類及びその付属
明細書並びに財産目録を監査し、会計監査報告を作成します。

〇 会計監査人に関する留意事項

会計監査人に関する留意事項は以下の通りです。

• 会計監査人の設置義務対象法人の基準(社会福祉施行令（以下「施行令」という。）
第33条及び施行規則40条の２)

 次の項目のいずれかに該当する場合には、会計監査人を選任しなければなり
ません。

 最終会計年度において定時社員総会の承認を受けた損益計算書（現に
会計監査人を設置している法人に当たっては、一般法人法第127条の規
定により、社員総会に報告された損益計算書）中、「当該年度決算
（A)」の「サービス活動収益系（１）」欄に計上される額が30億円を
超えること。

 最終会計年度において定時社員総会の承認を受けた貸借対照表（現に
監査法人を設置している法人に当たっては、一般法人法第127条の規定
により、社員総会に報告された貸借対照表とし、社会福祉連携推進認
定を受けた後、最初の提示社員総会までの間においては、法第138条第
２項の規定により読み替えて適用する一般法人法第123条第１項に規定
する設立時貸借対照表）の負債の部に計上されている額の合計額が60
億円を超えること

• 員数
 1人以上置く必要があります。

• 選任・解任
 理事の選任・解任方法と同様の取り扱いとなります。
 監事は、一般法人法第71条の規定により、会計監査人が次の項目のいずれか
に該当するときは、監事全員の同意により、当該会計監査人を解任すること
ができます。

 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき
 会計監査人としてふさわしくない非行があったとき
 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないと
き

• 資格要件
 公認会計士又は監査法人であること

• 兼行禁止
 同一の連携推進法人の役員、職員又は社会福祉連携推進評議会の構成員を兼
ねることができないものであること。
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〇会計監査人に関する留意事項（続き）

• 任期
 選任後１年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時社員総会
の終結の時までである必要があります。

 なお、当該定時社員総会において格段の決議がされなかったときは、当該定
時社員総会において再任されたものとみなされます。

 ただし、会計監査人を置く旨の定款の定めを廃止する定款の変更をした場合
には、会計監査人の任期は、当該定款の変更の効力が生じたときに満了とな
ります。
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(７) 社会福祉連携推進評議会

社会福祉連携推進評議会の役割等について記載します。

〇 社会福祉連携推進評議会の役割

社会福祉連携推進評議会は、連携推進法人の意見具申・評価機関です。理事会の決議
に基づき、代表理事が招集します。

〇 社会福祉連携推進協議会に関する留意事項

社会福祉連携推進協議会に関する留意事項は以下の通りです。

• 社会福祉連携推進評議会の構成（法第127条第５号へ（１））
 社会福祉連携推進評議会の構成は、地域福祉の増進に資するよう、連携推進法
人が実施する社会福祉連携推進業務の種類に応じ、福祉サービスを受ける立場
にある者、社会福祉に関する団体、学識経験を有する者を始め、幅広い視点か
ら、中立公正な立場で、連携推進法人に対して意見を述べることができるよう
にしなければなりません。

 その際、構成員には、社会福祉連携推進区域における福祉サービスに関する実
情に通じている者を必ず加えている必要があります。

• 員数
 ３人以上置く必要があります。

• 選任・解任
 社員総会の決議により行います。

• 任期
 選任後４年以内に終了する会計年度のうち最終のものに関する定時社員総会の
終結の時までとする。なお、再任することは差し支えありません。

• 社会福祉連携推進評議会による意見具申（法第127条第５号へ（２））
 社会福祉連携推進評議会は、次に掲げる事項につき、審議を行い、必要に応じ
社員総会及び理事会において意見を具申できます。

 貸付対象社員が予算の決定又は変更等を行うにつき、連携推進法人に
よる承認の適否

 連携推進法人の事業計画の内容
 社会福祉連携推進評議会の構成員の定数の変更
 構成員の過半数の賛成により、社員総会又は理事会において意見を述
べる必要があるとされた事項

 このほか、新規事業の立ち上げ、既存事業の廃止等連携推進法人の事業運営に
関して重要な決定を行う場合には、代表理事の招集に応じて意見を述べること
ができます。
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〇 社会福祉連携推進協議会に関する留意事項（続き）

• 社会福祉連携推進評議会による業務評価（法第127条第５号へ（３）及び第136条）
 社会福祉連携推進評議会は、次に掲げる事項につき、審議を行い、業務評価
を行わなければならない。

 社会福祉連携推進方針に照らした個々の業務の実施状況・費用対効果
 連携推進法人の事業報告の内容
 連携推進法人の運営の全体評価

 評価結果は別記様式1業務評価を作成し、公表しなければなりません。(法136
条)

 必要に応じ社員総会及び理事会において意見を具申できます。
• 社会福祉連携推進評議会の招集手続

 理事会の決議に基づき代表理事が行います。
• その他

 社会福祉連携推進評議会は、意見具申及び業務評価に係る議論を行うため、
少なくとも毎年度１回以上は開催すること。

 社会福祉連携推進評議会は、毎会計年度における決算に係る理事会の開催後
から定時社員総会までの間に行うことを基本とします。

 連携推進法人は、社会福祉連携推進評議会により具申された意見を尊重する
こと（法第136条第２項）。

 具申する意見の内容及び意見具申及び業務評価に係る社会福祉連携推進評議
会の議事の内容については、社員総会に報告すること（社員総会は、評議会
の意見を最大限尊重します。

既存の連携推進法人では、社会福祉連携推進評議会構成員の人選について苦労したと
の話もあったことから、参考に実践事例を掲載します。

実践事例

社会福祉協議会関係者、行政関係者、連携推進本部所在地の住民代表、
地元の老人クラブの代表者、他社会福祉法人の役員、
実施している社会福祉事業に詳しい人物、財務に詳しい人物、
医療介護に理解がある医師、弁護士、学識経験者、外部の人材育成専門家 等
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(８) 役員に欠員が生じた場合の措置
（一般法人法第75条第１項及び法143条により準用される第45条の６第２項及び第３項）

役員に欠員が生じた場合の対応について、掲載します。

〇 辞任・退任役員の権利義務

役員に欠員が生じた場合、任期満了又は辞任により退任した役員は、新たに選任され
た役員が就任するまでの間、なお役員としての権利義務を有します。

〇 一時役員等の選任

役員又は代表理事に欠員が生じた場合において、事務が遅滞することにより損害を生
じる恐れがあるときは、認定所轄庁は、利害関係人の請求により又は職権で、一時役員
又は代表理事の職務を行う者を選任することができます。

〇 一時会計監査人の選任

会計監査人に欠員が生じた場合において、遅滞なく会計監査人が選任されない時は、
監事は、一時会計監査人の職務を行うべき者を選任しなければなりません。

(９) その他の留意事項

連携推進法人に置くべき組織機関の運営及び連携推進法人の業務運営は、上記によるほか、
一般法人法のうち、一般社団法人に係る規定（ただし、同法第５条第１項（名称）、第67条
第１項及び第３項（監事の任期）、第128条（貸借対照表等の公告）並びに第５章（合併）の
規定を除く。）によります。

役員に欠員が生じた場合、任期満了又は辞任により退任した役員は、新たに選任された役
員が就任するまでの間、なお役員としての権利義務を有します。



３ 連携推進法人の業務運営
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本節では社会福祉推進法人の業務運営に当たってのポイントを解説します
連携推進法人は、社会福祉法人を始め、社会福祉事業を経営する法人の社会福祉に係る業務

の連携を推進して、地域において良質かつ適切な福祉サービスの提供又は社会福祉法人の経営
基盤の強化を図ることを目的としており、その業務を通じ、社員の経営等が強化され、その効
果が地域に波及していくことにより、もって公益性の確保にも資するものであるとされていま
す。

したがって、連携推進法人の業務運営に当たっては、社会福祉連携推進業務の推進及び運営
の透明性を図り、連携推進法人としての役割を積極的に果たすよう努めなければなりません。
具体的には、次に掲げる関係者に対し、特別の利益を与えてはいけません。（施行令第35条

及び施行規則第40条の５）

• 連携推進法人の社員又は基金（一般法人法律第131条に規定する基金をいう。）の拠出
者

• 連携推進法人の理事、監事、職員又は社会福祉連携推進評議会の構成員
• 上記に掲げる者の配偶者又は三親等内の親族、事実上婚姻関係と同様の事情がある者、
上記に掲げる者から受ける金銭その他の財産によって生計を維持する者

• 上記１点目に掲げる者が法人である場合にあっては、その法人が事業活動を支配する
法人又はその法人の事業活動を支配する者として、次に掲げるもの

 当該法人が他の法人の財務及び営業、又は事業の方針の決定を支配している場
合（一の者又はその一若しくは２以上の子法人が社員総会その他の意思決定機
関における議決権の過半数を有する場合をいう。イにおいて同じ。）における
当該他の法人

 一の者が当該法人の財務及び営業、又は事業の方針の決定を支配している場合
における当該一の者

以上を踏まえ、本節では連携推進法人の業務運営について詳述します。
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❶連携推進法人の名称（法第130条）

名称については、以下をご確認ください。

 名称の中に「社会福祉連携推進法人」の文字を用いること

 名称変更等の登記の申請には、社会福祉連携推進認定を受けたことを称する
書面を添付すること

 不正の目的をもって、他の連携推進法人であると誤認される恐れのある文字、
名称又は商号を使用しないこと

❷業務運営にかかる費用

連携推進法人に係る費用について、以下をご確認ください。実際の事例についても掲
載します。

• 連携推進法人の業務運営に係る費用
 社員からの会費等により賄われるものである必要があります。また、社員か
らの会費等の徴収に当たっては、その使途及び金額について、理事会で決議
した上で社員総会において承認を得る必要があります。

• 会費
 連携推進法人の本部運営のための事務所使用料や決算費用等の管理経費のほ
か、業務ごとに必要となる運営費用に充てることも可能ですが、業務ごとに
参画する社員が異なる場合は、費用負担の公平性を考慮し、当該業務に参画
する社員から、別途業務委託費を徴収することや、各業務において得られた
収益等により確保する必要があります。

既存の連携推進法人では、年会費や入会金のあり方は様々でした。実施する社会連携
推進業務の内容と社員法人の負担とのバランスを見て工夫しているようです。また、設
定根拠も様々なようです。

入会金 年会費

実践事例１ なし 連携推進法人への委託費用を按分

実践事例２ 20万円 20万円

実践事例３ 100万円 240万円

実践事例４ 10万円 24万円

実践事例５ 100万円 120万円

実践事例６ 5万円 6万円

実践事例７ 10万円 5万円

実践事例８ なし 20万円
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❸業務運営の実施体制

連携推進法人は、社会福祉連携推進業務及びその他業務を実施するために、必要な人
員体制及び設備・備品を確保する必要があります。人員体制及び設備・備品の確保に際
して、以下のことに留意して下さい。

• 連携推進法人の職員と、社員の職員との兼務
 連携推進法人の職員と、社員の職員とを兼務することは、関係法令に違反し
ない範囲で可能ですが、この場合の人件費支出は、勤務時間数等により、適
切に按分する必要があります。

• 社員の施設等における設備の共用
 社員の施設等における事務室等の設備を共用することについても、関係法令
に違反しない範囲で可能です。

• 土地・建物等の高額な不動産の保有
 連携推進法人の運営費用は、会費等により賄われるものであるため、土地・
建物等の高額な不動産を保有することは基本的には想定されていませんが、
社員以外からの寄附等により、社員に対し過度に負担を転嫁せず、連携推進
法人が実施する業務に必要な範囲において、不動産を保有することは妨げら
れるものではありません。

• 財産管理および株式の取得
 連携推進法人が保有する財産の管理は、安全・確実な方法で行う必要があり
ます。なお、株式投資又は株式を含む信託投資等による管理運用も問題あり
ませんが、株式の取得は、公開市場を通してのもの等に限られます。

既存の連携推進法人では、連携推進法人の職員を専従で配置する場合と、社員法人の
業務と兼務で実施する場合とがありました。連携推進法人としての業務量に合わせて人
員配置がなされています。

❹社員の義務（法第133条）

連携推進法人の社員のうち、社会福祉事業を経営する法人は、その提供する福祉サー
ビスに係る業務を行うに当たり、その所属する連携推進法人の社員である旨を明示する
義務を負います。

また、社員は、一般法人法第27条の規定に基づき、定款で定めるところにより、連携
推進法人に対し、経費を支払う義務を負います。
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❺社会福祉連携推進目的事業財産等（法第137条及び施行規則第40条）

連携推進法人は、以下の①から⑦までに掲げる財産について、正当な理由がある場合
を除き、社会福祉連携推進業務を行うために使用し、又は処分する必要があります。な
お、この正当な理由がある場合とは、次の場合を指します。

• 善良な管理者の注意を払ったにもかかわらず、財産が滅失又は毀損した場合
• 財産が陳腐化、不適応化その他の理由によりその価値を減じ、当該財産を破棄す
ることが相当な場合

• 連携推進法人が公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律(平成18年
法律第49号。以下「公益認定法」という。)第４条の規定による認定を受けた法
人である場合

【社会福祉連携推進業務を行うために使用し、又は処分する必要がある財産】

① 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に寄附を受けた財産
ただし、寄附をした者が社会福祉連携推進業務以外のために使用すべき旨を定めたものは除き
ます。

② 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に交付を受けた補助金その他の財産
ただし、財産を交付した者が社会福祉連携推進業務以外のために使用すべき旨を定めたものを
除きます。

③ 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に行った社会福祉連携推進業務に係る活動の対価として
得た財産

④ 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に行ったその他業務から生じた収益に100分の50を乗じ
て得た額に相当する財産

⑤ 上記の1から4までに掲げる財産を支出することにより取得した財産
⑥ 社会福祉連携推進認定を受けた日の前に取得した財産であって、同日以後に財産目録、貸借対

照表等において、社会福祉連携推進業務の用に供するものである旨を表示した財産
⑦ 上記の1から6までに掲げるもののほか、当該連携推進法人が社会福祉連携推進業務を行うこと

により取得し、又は社会福祉連携推進業務を行うために保有していると認められるものとして
次のアからクまでに掲げる財産
ア 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に社員から徴収した経費のうち、会費など、その徴収に当

たり使途が定められていないものの額に100分の50を乗じて得た額に相当する財産
イ 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に社員から徴収した経費のうち、その徴収に当たり社会福

祉連携推進業務に使用すべき旨が定められているものの額に相当する財産
ウ 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に社会福祉連携推進目的保有財産（施行規則第40条の10第

４項第２号に規定する「社会福祉連携推進目的保有財産」をいう。以下同じ。）から生じた収益
に相当する財産

エ 社会福祉連携推進目的保有財産を処分することにより得た額に相当する財産
オ 社会福祉連携推進目的保有財産以外の財産とした社会福祉連携推進目的保有財産の額に相当する

財産
カ 上記のアからオまでに掲げる財産を支出することにより取得した財産
キ 社会福祉連携推進認定を受けた日以後に上記のアからオまで及び１．から４．までに掲げる財産

以外の財産を支出することにより取得した財産であって、同日以後に財産目録、貸借対照表又は
その附属明細書において、社会福祉連携推進業務の用に供するものである旨を表示した財産

ク 当該連携推進法人の定款又は社員総会において、社会福祉連携推進業務のために使用し、又は処
分する旨を定めた額に相当する財産
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❻会計処理（法第138条により準用される第45条の23）

連携推進法人の会計処理は、社会福祉連携推進法人会計基準（令和３年厚生労働省令
第177号）の規定に従って行う必要があります。（注：社会福祉法人の会計基準とは異
なります）

また、連携推進法人の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる必要が
あります。

❼役員報酬等基準の策定（法第138条により準用される第45条の35）

連携推進法人は、役員に対する報酬等（報酬、賞与その他の職務執行の対価として連
携推進法人から受ける財産上の利益をいう。以下同じ。）について、民間事業者の役員
の報酬等及び従業員の給与、当該連携推進法人の経理の状況等を考慮して、不当に高額
なものとならないような支給の基準（以下「役員報酬等基準」という。）を定める必要
があります。

また、役員報酬等基準の策定又は変更は、社員総会の承認を受ける必要があり、役員
に対する報酬等の支給は、役員報酬等基準に従って行わなければなりません。

❽特別の利益供与の禁止（施行令第35条及び施行規則第40条の５関係）

連携推進法人は、次の1から6までに掲げる関係者に対し、特別の利益を与えてはいけ
ません。

① 連携推進法人の設立者、理事、監事、職員又は社会福祉連携推進評議会の構
成員

② 連携推進法人の社員又は基金の拠出者

③ 1及び2に掲げる者の配偶者又は三親等内の親族

④ 1から3までに掲げる者と事実上婚姻関係と同様の事情にある者

⑤ 1又は2に掲げる者から受ける金銭その他の財産によって生計を維持する者

⑥ 連携推進法人の設立者又は2に掲げる者が法人である場合にあっては、その
法人が事業活動を支配する法人又はその法人の事業活動を支配する者として、
次に掲げるもの

 当該法人が他の法人の財務及び営業又は事業の方針の決定を支配して
いる場合（一の者又はその一若しくは２以上の子法人が社員総会その
他に意思決定機関における議決権の過半数を有する場合をいう。次項
において同じ。）における当該他の法人

 一の者が当該法人の財務及び営業又は事業の方針の決定を支配してい
る場合における当該一の者
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❾計算書類等の作成、備置き及び閲覧

（一般法人法第10条及び第14条、第31条及び第32条、第99条、第107条、第123条、第
129条並びに法第127条、法第138条により準用される第45条の32第４項及び第45条の34、
法第139条第４項の規定により準用される法第34条の２第３項）

連携推進法人は、次の１から３までに掲げる書類（「備置書類」という。）を作成し、
それぞれに掲げる期間、その主たる事務所及び従たる事務所に備え置く必要があります。

なお、据置書類のほか、一般法人法第32条の規定により、社員名簿につき、主たる事務
所に常時備え置くとともに、社員は、理由を明らかにして閲覧又は謄写の請求を行うこ
とができます。

また、据置書類に関しては以下の規則を満たす必要があります。

 備置書類については、何人も閲覧等の請求を行うことができます。

「何人も閲覧等の請求を行うことができる」とは、「これに応じる義務
がある」ということではありません。社員及び債権者からの閲覧等の請
求には応じる義務はあり、その他のものからの請求は正当な理由なく拒
んではならないということです。

 社員及び債権者に対しては、当該閲覧等の請求に応ずる義務があるものであ
り、その他の者からの請求については正当な理由なく拒むことはできません。

 備置書類が書面によって作成されているときは書面で、電磁的記録をもって
作成されているときは、当該電磁的記録の閲覧の請求を行えます。

【据置書類】

① 定款
期間の定めなく常時

② 各事業年度に係る計算書類（貸借対照表及び損益計算書）及び事業報告並びにこれらの附属明
細書、監査報告、会計監査報告
定時社員総会の２週間前の日（一般法人法第58条第１項の規定により、社員総会の決議の省略
を行う場合にあってはその提案があった日）から５年間（従たる事務所にあってはその写しを
３年間）

③ 財産目録、役員等名簿、役員報酬等基準、別に定める法人現況報告書（法第138条により準用さ
れる第45条の34第１項第４号に規定する事業の概要その他の事項を記載した書類をいう。）、
社会福祉連携推進方針、社会福祉連携推進評議会による評価結果
５年間（従たる事務所にあってはその写しを３年間）
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❿情報公表
（法第136条第１項及び法144条により準用される第59条の２並びに施行規則第40条の16）

連携推進法人は、次の1から4までに掲げる書類につき、それぞれ掲げる場合の区分に
応じ、遅滞なく当該書類を公表しなければなりません。また、別に定めるところにより、
インターネットの利用により行うことができます。

① 定款
 法第139条第１項の規定により定款変更の認可を受けたとき
 同条第３項の規定により定款変更の届出をしたとき

② 役員報酬等基準
 法第138条第１項において準用する第45条の35第２項の規定により社員総会の承認を受け
たとき

 法144条により準用される第59条の規定により認定所轄庁に届け出たとき
③ 計算書類、役員等名簿、法人現況報告書、社会福祉連携推進評議会による評価結果

 法144条により準用される第59条の規定により認定所轄庁に届け出たとき
④ 社会福祉連携推進方針

 法第125条の規定により社会福祉連携推進認定を受けたとき
 法第140条の規定により社会福祉連携推進方針の変更に係る認定所轄庁の認定を受けたと
き

⓫退社
一般法人法第28条の規定により、定款において別段の定めがある場合を除き、社員はいつで

も退社できます。しかし、現に連携推進法人から貸付けを受けている社員については、上記に
かかわらず、社員総会において社員全員の同意を得なければ、退社できない旨、定款において
別段の定めを置くことが望ましいです。

また、一般法人法第29条の規定により、次に掲げる事由によって、社員は強制的に退社する
こととなります。

• 定款で定めた事由の発生
• 総社員の同意
• 社員である法人の解散
• 一般法人法第30条の規定による除名

⓬解散（法第141条）
連携推進法人は、一般法人法第148条の規定により、次の1から6までに掲げる事由によって解

散するものとなります。
• 定款で定めた存続期間の満了
• 定款で定めた解散の事由の発生
• 社員総会の決議
• 社員が欠けたこと
• 破産手続開始の決定
• 一般法人法第261条第１項又は第268条の規定に基づく裁判所による解散命令
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⓭清算（法第141条）
連携推進法人が解散した場合、一般法人法第206条の規定により、清算する必要があり、清算

人は遅滞なくその旨を認定所轄庁に届け出なければなりません。（法第141条の規定により準用
される第46条第３項）その際、清算をする連携推進法人は、一般法人法第207条の規定により、
清算の目的の範囲内において、清算を結了するまではなお存続するものとみなされます。
上記のほか、法第141条の規定により、連携推進法人の解散及び清算については、法第46条の２
（破産手続の開始）、第46条の６第４項及び第５項（清算人の就任）、第47条の４（裁判所に
よる監督）、第47条の５（清算結了の届出）、第47条の６（検査役の選任）の社会福祉法人に
係る規定がそれぞれ準用されます。

⓮残余財産の帰属先（法第127条第５号ル及び施行規則第40条第９項）
社会福祉連携推進認定の取消しを受けた場合又は連携推進法人が解散する場合の残余財産の

帰属先については、一般法人法第239条第１項の規定により、定款の定めるところによるものと
なりますが、連携推進法人の業務の性質に鑑み、国、地方公共団体、他の連携推進法人又は社
会福祉法人（社員を除く。）の全部又はいずれかとし、これを定款に定める必要があります。
また、社員に対し、剰余金又は残余財産の分配を受ける権利を与える旨の定款の定めは、一

般法人法第11条第２項の規定により、その効力を有さないものとします。

⓯その他
連携推進法人は、社会福祉連携推進業務の遂行に必要な範囲で、社員総会等を通じて、社員

との間で定期的に情報共有することが望ましいです。
その際、個人情報を扱う場合には、個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）等の
関連法令に則り、あらかじめ個人情報保護規程を定めるなどにより、適切に管理する必要があ
ります。
なお、社員の施設等の利用者に係る個人情報については、原則として、それぞれの社員にお

いて管理される必要があります。



申請手続き/認定後手続き

社会福祉連携推進法人の認定申請等の手続きについて、申請フローに基づき、プロセ
スごとのポイントを解説します。また、認定後の諸手続きについても記載します。
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第3章



１ 認定までのフロー
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社会福祉連携推進法人の認定までのフローは次の通りです。一般社団法人の設立手続き後に、
社会福祉連携推進法人の認定手続きを行う必要があります。

a.一般社団法人の設立準備

定款の内容や役員体制、役員報酬や会費の在り方、業務内容等について検討する
一般社団法人の設立と同時に社会福祉連携推進法人認定の申請を行う場合は、一般社団法
人の設立に係る基準のみならず、社会福祉連携推進認定に係る認定基準を踏まえたものを
検討することが必要

b.公証人による定款の認証

原始定款を策定し、公証人による認証を受ける
これにより定款の効力が発生する

c.設立時役員の調査

設立時理事は、その選任後遅滞なく、一般社団法人の設立の手続きが法令又は定款に
違反していないことを調査する （一般法人法）

d.法務局への登記

e.設立時社員総会

次の点について、承認、決議を行う
社会福祉連携推進方針、役員報酬規程、会費規程等の承認
社会福祉連携推進評議会の構成員の選任決議
認定があった場合の名称変更の決議

一
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社
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き
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f.社会福祉連携推進認定の申請

一般社団法人の名称から社会福祉連携推進法人の名称への変更の登記を行う
法務局への名称変更登記の申請に当たっては、社会福祉連携推進認定を受けたことを証
する書面を添付する

g.社会福祉連携推進認定

h.名称変更登記 ※

i.定款変更を認定所轄庁に提出

認定所轄庁に名称変更したことに伴う定款変更の届け出を提出する
※「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律等の施行に伴う法人登記事務の取扱いについて」（令
和４年３月１日法務省民商第７５号）により法務省民事局商事課長から法務局民事行政部長、地方法務局長宛て周知済。



２ 連携推進法人の認定に当たっての留意点
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連携推進法人の認定は、一般社団法人に対して行われるため、認定の申請を行う前に、一般
社団法人としての法人格を取得しておく必要があります。
一般社団法人の設立については、一般社団法人法及び同法に基づく関係法令の定めによりま

す。なお、社会福祉法人の所轄庁（都道府県、市区）ではなく、所轄する法務局又は法務局へ
の申請が必要になります。

❶携推進法人認定申請前の一般社団法人設立手続き（法第156条第１項）

連携推進法人の認定申請を行う前に、次の点に掲げる手続きを経ている必要があります。

・定款を作成し、公証人の認証を受けること （別紙３ 定款例を参照）
・設立時役員の選任を行うこと
・設立時役員が、設立手続きの調査を行うこと

 設立時理事等は、一般社団法人の設立の手続きが法令もしくは定款に違反し、
又は不当な事項があると認めるときは、設立時社員にその旨を通知しなけれ
ばなりません。

・設立時代表理事が、主たる事務所の所在地を管轄する法務局又は地方法務局に
設立の登記の申請を行うこと

❷申請書類（施行規則第39条）

認定の申請に当たっては、次の表に掲げる書類を、認定所轄庁に提出する必要がありま
す。様式が定められている場合は、その様式を活用してください。

様式２申請書
 設立の趣意は具体的に記載すること
 全体を通して、必要な組織機関がすべて備わり、社会福祉連携推進業務の運
営の実施体制が確保されていることが確認できること

様式３社会福祉連携推進方針
 「社会福祉連携推進区域の範囲」は、社員の主たる事務所（又は従たる事務
所）の所在地を基準として、原則として区市町村単位で記載すること

 「社会福祉連携推進業務の内容」は、法第125条に規定する業務の種類ごとに、
当該連携推進法人で行う業務の内容を具体的に記載すること

様式４
 社会福祉連携推進業務に係る事業費率が過半数を占めること。
 社員の要件等が満たされたものであること。

様式５
 表明・確約書の添付。
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❷申請書類（施行規則第39条）（続き）

定款
 目的として、①社員の社会福祉に係る業務の連携を推進する旨、②それによ
り、地域における良質かつ適切な福祉サービスの提供及び社会福祉法人の経
営基盤の強化に資する旨が記載されていること

 必要な記載事項含め、記載が必要な事項が網羅されていること
 理事長名で原本証明すること

登記事項証明書
 申請日から３か月以内に発行されたものであること

社員総会の議事録資料
 「社会福祉連携推進方針」について決議した社員総会の議事録及び資料

役員一覧、評議会構成員一覧
 氏名、生年月日、住所を記載すること

社員一覧
 名称、代表者氏名、主たる事務所の所在地を記載すること

履歴書、承認証明書・申立書
 役員、評議会構成員の全員分を提出すること

財産目録
 認定申請段階において、当該社会福祉連携推進法人に帰属すべき財産の目録

事業計画書
 ２年度分を提出（認定を行う会計年度とその翌年度）

収支予算書
 会費等により、少なくとも２年度において事業支出に相当する収入が確保さ
れる見通しがあること

その他
 その他、認定所轄庁が認める書類について、提出すること

❸認定の通知および公示（法第129条及び第145条第３項）

認定所轄庁は、社会福祉連携推進認定をしたときは、その旨を申請者に通知するとと
もに、公示します。当該公示は、インターネットとの利用その他の認定所轄庁において
適当と認めた方法により行います。（施行規則第40条の３）

認定の通知があった場合には、速やかに、定款中の「一般社団法人」を「社会福祉連
携推進法人」への名称変更を行い、定款の変更の届出及び法人名称の変更登記を行って
ください。

なお、あらかじめ、理事会及び社員総会において、社会福祉連携推進認定があった場
合には、定款中の「一般社団法人」を「社会福祉連携推進法人」へ名称変更する定款変
更を行うことにつき、決議を得ておくことが可能です。
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定款変更、社会福祉連携推進法人の変更、代表理事の変更を行う場合は、原則として、認定
所轄庁の許可が必要となります。

❶定款変更（法第139条第１項～第３項及び施行規則第40条の13）

定款変更の認可申請は、様式６により行ってください。ただし、次に掲げる事項のみ
の変更を行う場合は様式６ではなく様式７を用いて届出てください。

・事務所の所在地
・社会福祉連携推進認定による法人の名称
・公告の方法

定款には、社会福祉連携推進業務等、社会福祉連携推進方針に記載する内容と密接に
関連する部分も多いため、社会福祉連携推進方針の変更が必要か確認してください。

様式６または様式７
 申請書、届出書

理事会議事録、資料
 以下の２つの議事録が必要（１つの理事会で２つの要素を満たす場合は１つ
で足りる）

 社員総会の日時、場所、議題等を決定した理事会の議事録及び資料
 定款変更に係る決定をした理事会の議事録及び資料

社員総会議事録、資料
 社員の総議決権の３分の２（これを上回る割合を定款で定めた場合にあって
は、その割合）以上に当たる多数をもって決議を行わなければならない事項

変更後定款全文
その他認定所轄庁が必要と認める書類

 社会福祉連携推進方針の変更を伴う場合は、社会福祉連携推進方針の変更も
申請すること

 その他に必要な場合は、認定所轄庁に確認

❷社会福祉連携推進方針の変更（法第140条）

社会福祉連携方針の変更の認可申請は、様式８により行ってください。また、社会福
祉連携推進方針の変更により、定款の変更も必要となる場合があるため、変更箇所に係
る定款変更の規制についても確認してください。

なお、貸付業務を行う場合は、連携推進法人及び貸付対象社員との間の契約単位で、こ
れを社会福祉連携推進方針に盛り込みます。また、「別紙1_貸付業務の実施方法」の４
の（２）の①から⑦までに掲げる書類を添付してください。
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❸代表理事の選定及び解職（法142条及び施行規則第40条の15)

社会福祉連携方針の変更の認可申請は、様式９により行ってください。その際、次の
点を留意してください。

・任期満了により退任する場合は、解職の申請は不要
・任期満了による場合であっても、代表理事選定に係る認可申請は必要
（同じ人物を引き続き代表理事に選定する場合でも、認可申請が必要）

・認可日が代表理事の就任日となるため、代表理事不在の期間を、なるべく生じ
させないよう、事前に認定所轄庁と十分に協議をすること

また、申請に当たっては、理事会での決議を経て、その議事録及び資料を添付してく
ださい（選定の場合は、当該代表理事の履歴書も添付）。

代表理事の解職の認可があった場合には、速やかに後任の代表理事の選定を行い、当該
選定に係る認可申請を行う必要があります。その際、長期間、代表理事の選定が行われ
ない場合には、認定所轄庁において、第３の７の（２）により、一時代表理事の選任を
行う場合があります。

様式９
 申請書

理事会議事録、資料
 選定・解職に係る決定をした理事会の議事録及び資料

当該代表理事の履歴書
 選定の場合以外不要

その他認定所轄庁が必要と認める書類
 その他に必要な場合は、認定所轄庁に確認

❹毎会計年度における届出（法第144条に準用される第59条及び施行規則第40条の15) ）

連携推進法人は、毎会計年度３月以内に、次の書類を認定所轄庁に届け出る必要があ
ります。

・計算書類
・財産目録
・役員等名簿
・役員報酬等基準
・法人現況報告書
・社会福祉連携推進評議会による業務評価（様式１）
・事業計画（定款に作成する旨を定めている場合に限る。）
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❺取消事由（法第145条及び第146条）

認定所轄庁は、連携推進法人が次のいずれかに該当するときは、社会福祉連携推進認
定を取り消します。

・欠格事由（法第128 条及び施行令第34 条関係）のいずれかに該当するに至っ
たとき

・偽りその他不正の手段により社会福祉連携推進認定を受けたとき

❼解散する場合

連携推進法人を解散する場合は、社会福祉連携推進認定の取消しの申請により行います。

❻取り消し得る事由（法第127条関係）

認定所轄庁は、連携推進法人が次のいずれかに該当するときは、社会福祉連携推進認
定を取り消します。

・法人設立の目的に係る要件を満たさなくなった場合
（社会福祉連携推進業務に係る事業費率が過半を割った場合を含む。）

・社員の構成に係る要件を満たさなくなった場合
・社会福祉連携推進業務を適切かつ確実に行うに足りる知識及び能力並びに財産
的基礎に係る要件を満たさなくなった場合

・社員の資格の得喪について、連携推進法人の目的に照らし、不当に差別的な取
扱いをする条件その他の不当な条件が付されている場合

・社会福祉連携推進認定の取消しの申請があったとき
・法、施行令又は施行規則に基づく命令や処分に違反したとき

❽名称の変更みなし

社会福祉連携推進認定を取り消された法人は、その名称中の「社会福祉連携推進法
人」という文字を「一般社団法人」と変更する定款の変更をしたものとみなされます。

❾その他

認定所轄庁が社会福祉連携推進認定の取消しをした場合、定款の定めに従い、社会福
祉連携推進認定の取消しの日から１月以内に、社会福祉連携推進目的取得財産残額に相
当する額の財産の贈与に係る書面による契約が成立しないときは、認定所轄庁が定款で
定める贈与を当該社会福祉連携推進認定の取り消しを受けた法人から受ける旨の書面に
よる契約が成立したものとみなされる。
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別紙１ 貸付業務の実施方法

別紙２ 委託募集の特例の実施方法

別紙３ 社会福祉連携推進法人定款例

（別記様式）

様式１ 社会福祉連携推進評議会による業務評価

様式２ 社会福祉連携推進の認定申請について

様式３ 社会福祉連携推進方針

様式４ 法第127条各号に規定する認定基準のいずれにも適合することを証する書類

様式５ 法第128条各号に規定する欠格事由のいずれにも該当しないことを証する書類

様式６ 定款変更の認可申請について

様式７ 定款変更の届出について

様式８ 社会福祉連携推進方針変更の認定申請について

様式９ 代表理事の（選定・解職）に係る認可申請について

・・・付－1

・・・付－8

・・・付－14

・・・付－34

・・・付－36

・・・付－39

・・・付－41

・・・付－44

・・・付－48

・・・付－50

・・・付－52

・・・付－54
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㸦㸲㸧ࠊ࠿࡯ࡢࡇ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨཬࡧ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࢀࡒࢀࡑࠊࡣḟࡢձཪࡣղ࡟␃ពࡍ

�ࠋ࡜ࡇࡿ

� � ձ� ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡟ಀࡿ␃ព஦㡯�

�࢔ ㈚௜ཎ㈨ࡢᥦ౪ࠊࡣ඲࡚ࡢ♫ဨ࠺⾜ࡀᚲせ୍ࠊࡃ࡞ࡣ㒊ࡢ♫ဨࡀᥦ౪ࡇ࠸࡞ࡋ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡶ࡜

�࢖ ྠ୍ᖺᗘࡿࡅ࠾࡟ᥦ౪ୖ㝈㢠ࡢ⠊ᅖෆ࡛ࠊ」ᩘᅇࠊ㈚௜ཎ㈨ࢆᥦ౪ࢆ࡜ࡇࡿࡍ

ጉࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡆ�

ղ� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨ࡟ಀࡿ␃ព஦㡯�

�࢔ �ࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ࡣ࡜ࡇࡿࡅཷࢆࡅ㈚௜࡟᫬ྠࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢᩘ「

�࢖ ࢆ࡜ࡇࡿࡅཷࢆࡅᅇ㈚௜ᩘ「ࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ୍ྠࠊࡀ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢ୍ྠ

ጉࡢࡇࠊࡀ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࡆሙྜࠊ᪤㈚௜㔠ࡀ᏶῭ࡿ࠸࡚ࢀࡉᚲせࠋ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ�

�

㸱� ㈚௜ᙜ஦⪅ࡢࢀࡒࢀࡑෆ㒊ᶵ㛵ࡿࡅ࠾࡟ពᛮỴᐃ࡚࠸ࡘ࡟�



付－3 

㸦㸯㸧⌮஦఍ࠊホ㆟ဨ఍㸦㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢሙྜࡣ࡚ࡗ࠶࡟♫ဨ⥲఍㸧ࠊ࡚࠸࠾࡟㈚௜ࡢࡅ

ᙜ஦⪅㛫࡛ྜពࡁ࡭ࡍෆᐜ࡚࠸ࡘ࡟ᢎㄆࠋ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ�

ࡋ༑ศ⪃៖ࢆ࡜ࡇࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍ࠸࡞ࢀࡉ῭㏉ࠊࡣ࡛➨ἣḟ≦ࡢ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊ㝿ࡢࡑ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㆟ㄽࠊ࠸⾜ࢆㄝ᫂࡟୎ᑀࠊ࡛ୖࡓ

㸦㸰㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬㈚௜ࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ࡅἲே

ᡤ㎄ᗇ࡟┦ㄯࡀ࡜ࡇࡃ࠾࡚ࡋᮃࠋ࡜ࡇ࠸ࡋࡲ�

㸦㸱㸧㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊ࡚࠸࠾࡟ᇶᮏ㈈⏘ࢆ᢬ᙜᶒ➼ࡢᢸಖ࡟౪ࡿࡍሙྜࠊࡣ࡟㈚௜ᑐ㇟♫

ဨࡢἲேᡤ㎄ᗇࡢㄆྍࢆᚓࡿᚲせ࡟࡜ࡇࡿ࠶ࡀ␃ពࠋ࡜ࡇࡢ�

�

㸲� ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࡢ⟇ᐃཪࡣኚ᭦࡚࠸ࡘ࡟�

㸦㸯㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣ㸱࡚࠸࠾࡟♫ဨ⥲఍࡛ᢎㄆྜࡓࢀࡉពෆᐜูࠊࡕ࠺ࡢグᵝᘧ㸱ࡢ

఍⚟♴㐃ᦠ᥎♫ࢆ஦㡯ࡿࡆᥖ࡟ḟࠊ࡟࡜ࡈࡅ㈚௜ࡿࢀࢃ⾜ࡁᇶ࡙࡟ᙜヱྜពࠊࡾ࠾࡜

㐍᪉㔪ࡾ┒࡟㎸ࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡲ� �

఍⚟♴㐃ᦠ᥎♫ࠊࡣ࡟ሙྜ࠺⾜ࢆ㈚௜ᴗົ࡟ࡓ᪂࡟఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ㄆᐃᚋ♫ࠊ࠾࡞

㐍᪉㔪ࡢኚ᭦࡟ಀࡿㄆᐃᡤ㎄ᗇࡢㄆᐃࡿࡅཷࢆᚲせࠋ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ�

� ձ� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨྡࡢ⛠�

� ղ� ㈚௜ࡢࡅ㔠㢠ཬࡧዎ⣙᪥�

� ճ� ண⟬࣭Ỵ⟬➼ࡢ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢ㔜せ஦㡯ࡢᢎㄆ᪉ἲ�

㸦㸰㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢㄆᐃࡢ⏦ㄳ㸦㈚௜ᴗົ࠺⾜ࢆሙྜ࡟㝈ࠋࡿ㸧ཪࡣ

㸦㸯㸧ࡢㄆᐃࡢ⏦ㄳ࡟࠺⾜ࢆᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓḟࡢձࡽ࠿շ࡟࡛ࡲᥖࡿࡆ᭩㢮ࢆῧ௜࡞ࡋ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

� � ձ� ู⣬㸯ᵝᘧࡢ㈚௜஦๓ྜព᭩�

� � ղ� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡿࡅ࠾࡟㈚௜㔠ࡢ౑㏵࡟㛵ࡿࡍ஦ᴗィ⏬�

� � ճ� ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡜㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙᭩᱌�

մ� 㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡜㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙᭩᱌�

� � յ� 㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊ࡚࠸࠾࡟ᙜヱ㈚௜ࡁࡘ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆࡅពᛮỴᐃࡓࡗ⾜ࢆ㝿ࡢ⌮஦

఍ࠊ♫ဨ⥲఍㆟஦㘓�

� � ն� ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࠊ࡚࠸࠾࡟ᙜヱ㈚௜ࡁࡘ࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆࡅពᛮỴᐃࡓࡗ⾜ࢆ㝿ࡢ

⌮஦఍ࠊホ㆟ဨ఍㆟஦㘓�

� � շ� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊ࡚࠸࠾࡟ᙜヱ㈚௜ࡁࡘ࡟࡜ࡇࡿࡅཷࢆࡅពᛮỴᐃࡓࡗ⾜ࢆ㝿ࡢ⌮

஦఍ࠊホ㆟ဨ఍㆟஦㘓�

㸦㸱㸧㸦㸰㸧ࡢ⏦ㄳ๓ࠊ࡟㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨཬࡧ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊࡣ㸱ࡢᡭ⥆ࢆ᏶஢࡚ࡏࡉ

�࡜ࡇࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠾

�

㸳� ㄆᐃᡤ㎄ᗇ࡟ᑐࡿࡍ⏦ㄳ࡚࠸ࡘ࡟�



付－4 

ㄆᐃᡤ㎄ᗇࠊࡣ㧗฼࡛࠸࡞㐺ṇ࡞฼⋡ࡀタᐃࠊࡸ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉᢸಖࡸಖドேࡢタᐃ

ほࡢ➼Ṇ⚗ࡢἲேእὶฟࡢ఍⚟♴ἲே♫ࠊ࡝࡞࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡟㐺ษ࡚ࡌᛂ࡟ᚲせࡀ

Ⅼࡽ࠿㈚௜ෆᐜࢆ☜ㄆࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍᚲせ࡟ᛂ࡚ࡌ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨཬࡧ㈚௜ᑐ㇟♫ဨ

ᕪ࡚ࡋㄆᐃࠊࡤࢀࡅ࡞ࡀၥ㢟ࡢẁ≉ࠊ࠸⾜ࢆពぢ↷఍ࠊ᝟ሗᥦ౪࡚ࡋᑐ࡟➼ἲேᡤ㎄ᗇࡢ

�ࠋ࡜ࡇ࠸࡞࠼ᨭࡋ

�

㸴� ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡟ᑐࡿࡍ㈚௜ཎ㈨ࡢᥦ౪ཬࡧ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡽ࠿㈚

௜ᑐ㇟♫ဨࡢ࡬㈚௜ࡢࡅᐇ⾜࡚࠸ࡘ࡟�

㸦㸯㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬㈚௜㔠ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㐃ᦠ᥎㐍ἲேཬࡧ㈚௜

ᑐ㇟♫ဨࡢ࡜㛫ࡢዎ⣙༢఩࡛ࠊ௚ࡢ㈨㔠࡜༊ศ⤒⌮ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢ࡬

㈚௜ࡅ௨እࡢ࡬౑⏝୍ࡣษㄆࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࢀࡽࡵ�

㸦㸰㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡜㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙ࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡜㈚௜

ᑐ㇟♫ဨࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙ࠊࡣ࡟മᶒㆡΏ⚗Ṇ≉⣙ࡾ┒ࢆ㎸ࠋ࡜ࡇࡴ�

㸦㸱㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡜㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙ࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡜㈚௜

ᑐ㇟♫ဨࡢ࡜㛫ࡢ㔠㖹ᾘ㈝㈚೉ዎ⣙ࡢᒚ⾜㸦㈚௜㔠ࡢ᣺㎸㸧ࠊࡣ㔠⼥ᶵ㛵ࡿࡅ࠾࡟᣺

㎸ᡭ⥆➼ࢆࡴࡸࡿࡼ࡟ᚓ࠸࡞ሙྜࢆ㝖୍ྠࠊࡁ᪥ࠋ࡜ࡇ࠺⾜࡟�

㸦㸲㸧㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊࡣ㈚௜ࡓࡅཷࢆࡅᖺᗘࠊࡽ࠿ᙜヱ㈚௜㔠ࡢ㏉῭ࡀ᏶஢ࡢ࡛ࡲࡿࡍ㛫ࠊ

ḟࡢձࡽ࠿ն࡟࡛ࡲᥖࡿࡆ஦㡯ࠊࡁࡘ࡟㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢᢎㄆࠋ࡜ࡇࡿࡅཷࢆ㸦᪋⾜つ

๎➨ �� ᮲➨㸶㡯㸧�

ձ� ண⟬㸦⿵ṇண⟬ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢỴᐃཪࡣኚ᭦�

ղ� Ỵ⟬ࡢỴᐃ�

ճ� ೉ධ㔠㸦ᙜヱ఍ィᖺᗘෆࡢ཰ධ࡚ࡗࡶࢆൾ㑏୍ࡿࡍ᫬ࡢ೉ධ㔠ࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡢ೉ධ

�ࢀ

մ� 㔜せ࡞㈨⏘ࡢฎศ�

յ� ྜే�

ն� ┠ⓗࡿࡓ஦ᴗࡢᡂຌࡢ୙⬟ࡿࡼ࡟ゎᩓ�

�ࠋ࡜ࡇ࠺⾜࡚ࡗࡶࢆỴ㆟ࡿࡅ࠾࡟஦఍⌮ࡢ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣᙜヱᢎㄆࠊ࠾࡞

ࡘ࡟ෆᐜࡢࡑ࡚࠸࠾࡟㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊࡣ࡟ሙྜࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽࡅཷࡀᙜヱᢎㄆࠊࡓࡲ

ࡢ㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡚ࡵᨵࠊୖࡓ⤒ࢆ⥆ᡭࡢᡤせࡢἲேෆ㒊࡛ࠊ࠸⾜ࢆࡋ┤ぢ࡞ᚲせ࡚࠸

ᢎㄆࡿࡅཷࢆᚲせࠋ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ�

㸦㸳㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡀ㸦㸲㸧ࡢᢎㄆ࡟࠺⾜ࢆᙜูࠊࡣ࡚ࡗࡓῧ➨㸱ࡢ㸴ࡢ㸦㸰㸧ࡢյ࡟つ

ᐃࠊࡾ࠾࡜ࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ホ㆟఍࡟ᑐࠊࡋពぢࢆồࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡵ

�ࠋ࡜ࡇ

�

㸵� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡿࡅ࠾࡟೉ධ㔠ࡢ౑⏝ཬࡢࡑࡧ౑⏝≧ἣࡢሗ࿌࡚࠸ࡘ࡟�



付－5 

㈚௜ᑐ㇟♫ဨࠊࡣ࡚࠸࠾࡟೉ධ㔠౑⏝ᚋࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡟ᑐ࡟࠿ࡸ㏿ࠊ࡚ࡋᙜヱ㈚௜㔠

�ࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆሗ࿌࡚࠸ࡘ࡟౑⏝≧ἣࡢ

�

㸶� ㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬೉ධ㔠ࡢ㏉῭ཬࡧ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡽ࠿㈚௜ཎ㈨ᥦ౪

♫ဨࡢ࡬೉ධ㔠ࡢ㏉῭࡚࠸ࡘ࡟�

㸦㸯㸧㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬㏉῭㔠ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ዎ⣙ୖࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡀ཰

౑ࡢ࡬㏉῭௨እࡢ࡬㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࠊࡋ⌮⤒༊ศ࡜㈨㔠ࡢ௚ࠊࡁ㝖ࢆ㔠㢠ࡁ࡭ࡍཷ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࢀࡽࡵษㄆ୍ࡣ⏝

㸦㸰㸧㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡽ࠿㈚௜㔠ࡢ㏉῭ࡓࡗ࠶ࡀሙྜࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ

�ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㏉㑏࡟࠿ࡸ㏿ࢆᙜヱ㏉῭㔠ࠊࡋᑐ࡟

�

㸷� ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࡢኚ᭦࡚࠸ࡘ࡟�

� � ㈚௜㔠ࡢ㏉῭ᚋࠊ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣㄆᐃᡤ㎄ᗇ࡟ᑐࠊࡋ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࠊࡕ࠺ࡢ

ᙜヱ㈚௜࡟ࡅ㛵ࡿࡍグ㏙ࢆ๐㝖ࡢࡵࡓࡿࡍኚ᭦ㄆᐃᡭ⥆࠺⾜ࢆᚲせࠋ࡜ࡇࡿ࠶ࡀ�

�

��� �௚␃ព஦㡯ࡢࡑ

㸦㸯㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡛ࡿ࠶♫఍⚟♴ἲேࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬㈚௜ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࡅ㸰

♴⚟఍♫ࠕࠊ࡚࠸࠾࡟ࡾ㝈ࡿࢀࢃ⾜࡚ࡋࡓ‶ࢆ௳᮲ࡿࡆᥖ࡟࡛ࡲշࡽ࠿ձࡢ㸦㸰㸧ࡢ

ἲேࡀ⤒Ⴀࡿࡍ♫఍⚟♴᪋タࡿࡅ࠾࡟㐠Ⴀ㈝ࡢ㐠⏝ཬࡧᣦᑟ࡚࠸ࡘ࡟ 㸦ࠖᖹᡂ �� ᖺ㸱

᭶ �� ᪥௜ࡅ㞠ඣⓎ➨ ������� ➨᥼Ⓨ♫ࠊྕ ������� ➨Ⓨ⪂ࠊྕ ������� ྕཌ⏕ປാ┬

㞠⏝ᆒ➼࣭ඣ❺ᐙᗞᒁ㛗ࠊ♫఍࣭᥼ㆤᒁ㛗ࠊ⪁೺ᒁ㛗㐃ྡ㏻▱㸧ࠕࠊᏊ࣭ࡶ࡝Ꮚ⫱࡚ᨭ

᥼ἲ㝃๎➨㸴᮲ࡢつᐃࡿࡼ࡟⚾❧ಖ⫱ᡤ࡟ᑐࡿࡍጤク㈝࡚ࠖ࠸ࡘ࡟➼⌮⤒ࡢ㸦ᖹᡂ ��

ᖺ㸷᭶㸱᪥௜ࡅᗓᏊᮏ➨ ��� 㞠ඣⓎࠊྕ ���� ➨㸴ྕෆ㛶ᗓᏊ࣭ࡶ࡝Ꮚ⫱࡚ᮏ㒊⤫ᣓ

ᐁࠊཌ⏕ປാ┬㞠⏝ᆒ➼࣭ඣ❺ᐙᗞᒁ㛗㐃ྡ㏻▱㸧ࠕࠊ≉ู㣴ㆤ⪁ேࡿࡅ࠾࡟࣒࣮࣍

⧞㉺㔠➼࡚ࠖ࠸ࡘ࡟➼࠸ᢅྲྀࡢ㸦ᖹᡂ �� ᖺ㸱᭶ �� ᪥௜ࡅ⪁Ⓨ➨ ��� ྕཌ⏕┬⪁ேಖ

೺⚟♴ᒁ㛗㏻▱㸧ࠕࠊ㞀ᐖ⪅⥲ྜᨭ᥼ἲࡢ᪋⾜࡟క࠺⛣⾜᫬≉ู✚❧㔠➼࡟࠸ᢅྲྀࡢ

࡚࠸ࡘ 㸦ࠖᖹᡂ �� ᖺ �� ᭶ �� ᪥௜ࡅ㞀Ⓨ➨ ������� ྕཌ⏕ປാ┬♫఍࣭᥼ㆤᒁ㞀ᐖಖ

೺⚟♴㒊㛗㏻▱㸧ࠕࠊᣦᐃ㞀ᐖඣධᡤ᪋タ➼ࡿࡅ࠾࡟㞀ᐖඣධᡤ⤥௜㈝➼࡟࠸ᢅྲྀࡢ

࡚࠸ࡘ 㸦ࠖᖹᡂ �� ᖺ㸶᭶ �� ᪥௜ࡅ㞀Ⓨ ���� ➨㸶ྕཌ⏕ປാ┬♫఍࣭᥼ㆤᒁ㞀ᐖಖ೺

⚟♴㒊㛗㏻▱㸧ࡢつᐃࠊࡎࡽࢃ࠿࠿࡟♫఍⚟♴ἲேእࡢ࡬㈨㔠ὶฟࡣ࡟ヱᙜࠊࡎࡏ㈨

㔠౑㏵ࡢ౛እࡢࡽࢀࡇࠊ࡚ࡋ࡜㐠Ⴀ㈝ࢆᙜヱ㈚௜㔠࡟඘࡚ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ�

㸦㸰㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡛ࡿ࠶♫఍⚟♴ἲேࡽ࠿㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ࡬㈚௜࡟ࡅಀࡿ♫఍⚟♴

ἲேࡢ஦ᴗ༊ศࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟♫఍⚟♴஦ᴗ࡚ࡋ࡜⎔୍ࡢ఩⨨௜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࢀࡽࡅ

�ࠋ࡜

㸦㸱㸧㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ࡛ࡿ࠶♫఍⚟♴ἲேࡢ㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡟ᑐࡿࡍ㈚௜㔠മᶒ࡚࠸ࡘ࡟
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➨ἲࠊࡣ �� ᮲ࡢ㸰➨㸱㡯➨㸲ྕ࡟つᐃࡿࡍ♫఍⚟♴඘ᐇṧ㢠ࡢ⟬ᐃ࡟ᙜࠕࠊ࡚ࡗࡓ♫

఍⚟♴ἲ➨ �� ᮲ࡢ㸰ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࡃ♫఍⚟♴඘ᐇィ⏬ࡢᢎㄆ➼࡚ࠖ࠸ࡘ࡟㸦ᖹᡂ ��

ᖺ㸯᭶ �� ᪥௜ࡅ㞠ඣⓎ ���� ➨㸯ྕࠊ♫᥼Ⓨ ���� ➨㸯ྕࠊ⪁Ⓨ ���� ➨㸯ྕཌ⏕ປാ

┬㞠⏝ᆒ➼࣭ඣ❺ᐙᗞᒁ㛗ࠊ♫఍࣭᥼ㆤᒁ㛗ࠊ⪁೺ᒁ㛗㐃ྡ㏻▱㸧࡟ᐃࡿࡵ᥍㝖ᑐ㇟

㈈⏘ࡣ࡟ヱᙜࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡋ� �
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㸦ู⣬㸯ᵝᘧ㸧�

�

㈚௜஦๓ྜព᭩�

�

㈚௜௳ྡ� ௧࿴㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥ࡢ♫ဨ࡟ۑۑᑐۑۑࡿࡍ෇ࡢ㈚௜ࡅ�

♫ဨ⥲఍ࡿࡅ࠾࡟ᢎㄆ᪥� ௧࿴㸲ᖺ㸴᭶㸯㸲᪥�

㈚௜ዎ⣙⥾⤖᪥� ௧࿴㸲ᖺ㸯㸰᭶㸯᪥�

㈚௜ᑐ㇟♫ဨྡࡢ⛠� ♫఍⚟♴ἲேۑۑ�

㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨྡࡢ⛠� ♫఍⚟♴ἲேࠊڧڧ♫఍⚟♴ἲேࠊڹڹ♫఍⚟♴ἲே���

㈚
௜
᮲
௳�

㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢ࡬

㈚௜⥲㢠�
�෇ۑۑ

㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨ

�ᥦ౪㢠ࡢ

♫఍⚟♴ἲேڧڧ㸸ۑۑ෇�

♫఍⚟♴ἲேڹڹ㸸ۑۑ෇�

♫఍⚟♴ἲே��㸸ۑۑ෇�

㏉῭ᮇ㝈� ௧࿴㸶ᖺ㸱᭶㸱㸯᪥�

㏉῭᪉ἲ� ୍ᣓൾ㑏�

฼⋡� ���㸣�

ᢸಖ�
♫఍⚟♴ἲேࡀۑۑಖ᭷ڹڹ┴ۑۑࡿࡍᕷ��㸯㸫㸯㸫㸯࡟ᡤᅾ

�≀ᘓࡿࡍ

ᘏ⁫᫬࠸ᢅྲྀࡢ� 㐜ᘏ฼ᜥ ����㸣�

㈚௜㔠ᅇ཰୙⬟᫬

�࠸ᢅྲྀࡢ
㈚௜㔠㢠࡟ᛂྛ࡚ࡌ㈚௜ཎ㈨ᥦ౪♫ဨࢆࢡࢫࣜࡀ㈇ࠋ࠺�

㈚௜ᐇ⾜ணᐃ᪥� ௧࿴㸳ᖺ㸲᭶㸯᪥�

㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡿࡅ࠾࡟㈚௜

㔠ࡢ౑㏵�

ᆅᇦඹ⏕㛵㐃஦ᴗࡢᐇ᪋࡟ᙜ࡚ࡗࡓᚲせࡿ࡞࡜᪋タෆ࢘࢔࢖ࣞࡢ

�⏝㈝࡞ᚲせ࡟㓄⥺ᕤ஦ࡧኚ᭦ཬࢺ

㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡿࡅ࠾࡟㔜せ

஦㡯࡟ಀࡿᢎㄆࡢ᪉ἲ�

㈚௜ᑐ㇟♫ဨࡢホ㆟ဨ఍ྛࠊ࡚࠸࠾࡟ᖺᗘࡢண⟬࣭Ỵ⟬➼ࢆỴ㆟

࡟஦఍⌮ࡢ఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲே♫ࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊࡣ࡚ࡗࡓᙜ࡟ࡿࡍ

�ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆᢎㄆࠊ࡚࠸࠾

㸦ὀ㸧グ㍕ḍ୰ࡢグ㏙ࡣグ㍕౛࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶�



付－8 

ู⣬㸰�

�

ጤクເ㞟ࡢ≉౛ࡢᐇ᪋᪉ἲ�

�

�

㸯� ጤクເ㞟ࡢ≉౛ࡢᴫせ�

㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢ♫ဨࠊࡀᙜヱ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢேᮦ☜ಖ➼ᴗົࠊ࡚ࡋ࡜♫఍⚟♴஦ᴗ࡟

ᚑ஦ࡿࡍປാ⪅ࡢເ㞟ࡿࡏࢃ⾜ࢆሙྜ㸦௨ୗࠕጤクເ㞟ࠖࠋ࠺࠸࡜㸧ࠊࡣ࡟ᮏ᮶ࠊ⫋ᴗᏳ

ᐃἲ➨ �� ᮲➨㸯㡯ཬࡧ➨㸱㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁᙜヱ♫ဨ࡚࠸ࡘ࡟ཌ⏕ປാ኱⮧ࡢチྍཪ

➨ἲࠊࢁࡇ࡜ࡿ࡞࡜ᚲせࡀᒆฟࡣ ��� ᮲➨㸰㡯ࡢつᐃ࡟ᇶ࡙ࠊࡁ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡀᚲせ࡞

஦㡯ࢆཌ⏕ປാ኱⮧࡟ᒆࡅฟࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿᐇ᪋ྍ⬟࡛ࠋ࡜ࡇࡿ࠶�

�

㸰� ጤクເ㞟ࡢ≉౛ࡢᇶ‽㸦᪋⾜つ๎➨ �� ᮲ࡢ㸴㸧�

㸦㸯㸧ጤクເ㞟࠺⾜ࢆሙྜࠊࡣ࡟㐃ᦠ᥎㐍ἲேཬࡢࡑࡧ♫ဨࠊࡣḟࡢձࡽ࠿ճ࡟࡛ࡲᥖࡆ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㐺ྜ࡚࡭ࡍ࡟‽ᇶࡿ

� � � ㄆࠊࡣ࡟ሙྜࡓࡗ࠶ࡀ఍↷ࡾࡼ➼㒔㐨ᗓ┴ປാᒁࠊࡁࡘ࡟㐺ྜࡢ࡬‽ᙜヱᇶࠊ࠾࡞

ᐃᡤ㎄ᗇ࡚࠸࠾࡟ᚲせ࡞༠ຊࠋ࡜ࡇ࠺⾜ࢆ�

ձ� ⫋ᴗᏳᐃἲࡢࡑ௚ḟ࡟ᥖࡿࡆປാ㛵ಀἲ௧࡟ಀࡿ㔜኱࡞㐪཯࡜ࡇ࠸࡞ࡀ�

�࢔ ປാᇶ‽ἲ➨ ��� ᮲ࠊ➨ ��� ᮲➨㸯㡯㸦ྠἲ➨㸴᮲ཬࡧ➨ �� ᮲࡟ಀࡿ㒊ศ࡟㝈

➨ἲྠࡿಀ࡟つᐃࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ୪ࡢ㸧ࠋࡿ ��� ᮲ࡢつᐃ㸦ࡢࡽࢀࡇつᐃࠊࡀ

ປാ⪅ὴ㐵ἲ➨ �� ᮲㸦➨㸲㡯ࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡾࡼ࡟㐺⏝ࡿࢀࡉሙྜࠋࡴྵࢆ㸧㸧�

�࢖ ປാ⪅ὴ㐵ἲ➨ �� ᮲ࡽ࠿➨ �� ᮲ࡢ࡛ࡲつᐃ�

�࢘  ‴ປാἲ㸦᫛࿴ �� ᖺἲᚊ➨ �� ྕ㸧➨ �� ᮲ࠊ➨ �� ᮲㸦➨㸯ྕࢆ㝖ࠋࡃ㸧ཬ

➨ࡧ �� ᮲㸦➨㸰ྕཬࡧ➨㸱ྕ࡟ಀࡿ㒊ศ࡟㝈ࠋࡿ㸧ࡢつᐃ୪ࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ

➨ἲྠࡿಀ࡟ �� ᮲ࡢつᐃ�

�࢚ ᘓタປാ⪅ࡢ㞠⏝ࡢᨵၿ➼࡟㛵ࡿࡍἲᚊ㸦᫛࿴ �� ᖺἲᚊ➨ �� ྕ㸧➨ �� ᮲ࠊ➨

�� ᮲ཬࡧ➨ �� ᮲㸦➨㸰ྕཬࡧ➨㸱ྕࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡢつᐃ୪ࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ࡟ಀ

➨ἲྠࡿ �� ᮲ࡢつᐃ�

�࢜ ୰ᑠ௻ᴗࡿࡅ࠾࡟ປാຊࡢ☜ಖཬࡧⰋዲ࡞㞠⏝ࡢᶵ఍ࡢ๰ฟࡢࡵࡓࡢ㞠⏝⟶⌮

➨ἲᚊ㸦ᖹᡂ㸱ᖺἲᚊࡿࡍ㛵࡟㐍ಁࡢᨵၿࡢ �� ྕ㸧➨ �� ᮲ࠊ➨ �� ᮲ཬࡧ➨ ��

᮲㸦➨㸱ྕࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡢつᐃ୪ࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ࡟ಀྠࡿἲ➨ �� ᮲ࡢつᐃ�

�࢝ ⫱ඣఇᴗࠊ௓ㆤఇᴗ➼⫱ඣཪࡣᐙ᪘௓ㆤ࠺⾜ࢆປാ⪅࡟♴⚟ࡢ㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ᖹ

ᡂ㸱ᖺἲᚊ➨ �� ྕ㸧➨ �� ᮲ࡽ࠿➨ �� ᮲ࡢ࡛ࡲつᐃ�

�࢟ ᯘᴗປാຊࡢ☜ಖಁࡢ㐍࡟㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ᖹᡂ㸶ᖺἲᚊ➨ �� ྕ㸧➨ �� ᮲ࠊ➨ ��

᮲ࠊ➨ �� ᮲㸦➨㸱ྕࢆ㝖ࠋࡃ㸧୪ࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ࡟ಀྠࡿἲ➨ �� ᮲ࡢつᐃ�
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�ࢡ እᅜேࡢᢏ⬟ᐇ⩦ࡢ㐺ṇ࡞ᐇ᪋ཬࡧᢏ⬟ᐇ⩦⏕ࡢಖㆤ࡟㛵ࡿࡍἲᚊ㸦ᖹᡂ �� ᖺ

ἲᚊ➨ �� ྕ㸧➨ ��� ᮲ࠊ➨ ��� ᮲ࠊ➨ ��� ᮲㸦ྠἲ➨ �� ᮲ࡢつᐃ࡟ಀࡿ㒊ศ࡟

㝈ࠋࡿ㸧ࠊ➨ ��� ᮲㸦➨㸯ྕࢆ㝖ࠋࡃ㸧ཬࡧ➨ ��� ᮲㸦➨㸯ྕ㸦ྠἲ➨ �� ᮲➨

㸯㡯ࡢつᐃ࡟ಀࡿ㒊ศ࡟㝈ࠋࡿ㸧ཬࡧ➨㸴ྕࡽ࠿➨ �� 㸧ࠋࡿ㝈࡟㒊ศࡿಀ࡟࡛ࡲྕ

➨ἲྠࡿಀ࡟つᐃࡢࡽࢀࡇ࡟ࡧつᐃ୪ࡢ ��� ᮲ࡢつᐃ�

ղ� 㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊ࡚࠸ࡘ࡟⢭⚄ࡢᶵ⬟ࡢ㞀ᐖࡾࡼ࡟ປാ⪅ࡢເ㞟࡟࠺⾜ࢆᙜ࡚ࡗࡓ

ᚲせ࡞ㄆ▱ุ᩿ࠊཬࡧពᛮ␯㏻ࡀ⪅࠸࡞ࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ࠺⾜ࢆເ㞟࡟ᚑ஦࡜ࡇ࠸࡞ࡋ�

ճ� 㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊ࡚࠸ࡘ࡟⫋ᴗᏳᐃἲࡢࡑ௚ປാ㛵ಀἲ௧ࠊເ㞟ෆᐜཬࡧເ㞟࡟ಀ

�࡜ࡇࡿ࠶࡛⪅ࡿ࠸࡚ࡋ᭷ࢆ㆑▱࡞༑ศ࡚ࡋ㛵࡟ෆᐜࡢᴗົࡿ

㸦㸰㸧ເ㞟࡟ಀࡿປാ᮲௳ࠊࡣḟࡢձࡽ࠿մ࡟࡛ࡲᥖࡿࡆᇶ‽࡚࡭ࡍ࡟㐺ྜࠋ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ�

ձ� ἲ௧࡟㐪཯࡜ࡇ࠸࡞࡛ࡢࡶࡿࡍ�

ղ� ㈤㔠ྠࠊࡀᆅᇦྠࡿࡅ࠾࡟ᴗ✀ࡢ㈤㔠Ỉ‽࡟ẚ㍑࡚ࡋⴭࡃࡋప࡜ࡇ࠸࡞ࡃ�

ճ� ເ㞟࡟ಀࡿປാ⪅ࡢᴗົࡢෆᐜཬࡧປാ᮲௳ࡀ᫂♧࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ�

մ� 㐺⏝஦ᴗᡤࡣ࡚࠸ࡘ࡟♫఍࣭ປാಖ㝤࡟㐺ษ࡟ຍධ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ�

㸦㸱㸧ເ㞟ࡿࡍ࡜࠺࠾⾜ࢆᮇ㛫ࡀ㸯ᖺࢆ㉸ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞࠼�

㸦㸲㸧ເ㞟ࡢሗ㓘ࠊࡣ≉ẁࡢ஦᝟ࡿ࠶ࡀሙྜࢆ㝖ࠊࡁᨭᡶࡓࢀࢃ㈤㔠㢠ࡢ ��� ศࡢ ��㸦ྠ

ࡿࢃ࠿࠿࡟⏝㞠ࡢ㸯ᖺ㛫ࠊࡣ࡚ࡗ࠶࡟ሙྜࡿࢀࡉ⏝㞠࡚࠼㉸ࢆ㸯ᖺࡁ⥆ࡁᘬ࡟⪅ࡢ୍

㈤㔠㢠ࡢ ��� ศࡢ ��㸧ࢆ㉸ࠋ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚࠼�

㸦㸳㸧♫ဨࠊࡣጤクເ㞟ࡢሗ㓘ࠊ࡚ࡋ࡜ཌ⏕ປാ኱⮧ࡢㄆྍࡓࡅཷࢆሗ㓘௨እࡢ㈈≀ࢆ㐃

ᦠ᥎㐍ἲே࡟୚ࠋ࡜ࡇ࠸࡞࠸࡚࠼�

�

㸱� ጤクເ㞟࡟ಀࡿᒆฟ�

㸦㸯㸧ጤクເ㞟࠺⾜ࢆ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡵࡌ࠿ࡽ࠶ࠊࡣḟࡢձࡽ࠿ն࡟࡛ࡲᥖࡿࡆ஦㡯ࢆ㒔㐨

ᗓ┴ປാᒁ㛗➼࡟ᒆࡅฟࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞㸦᪋⾜つ๎➨ �� ᮲ࡢ㸵㸧�

ձ� ເ㞟࡟ಀࡿ஦ᴗᡤྡࡢ⛠ཬࡧᡤᅾᆅ�

ղ� ເ㞟᫬ᮇ�

ճ� ເ㞟⫋✀ཬࡧேဨ�

մ� ເ㞟ᆅᇦ�

յ� ເ㞟࡟ಀࡿປാ⪅ࡢᴗົࡢෆᐜ�

ն� ㈤㔠ࠊປാ᫬㛫ࡢࡑ௚ࡢເ㞟࡟ಀࡿປാ᮲௳�

㸦㸰㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢࡑࠊࡀ♫ဨࡢጤク࡚ࡅཷࢆປാ⪅ࡢເ㞟࠺⾜ࢆ㝿ࠊࡣ࡟㐃ᦠ᥎㐍ἲ

ேࡢࡑࠊࡣ୺ࡿࡓ஦ົᡤࡢᡤᅾᆅࢆ⟶㎄ࡿࡍ㒔㐨ᗓ┴ປാᒁ㛗࡟ᑐࠊ࡚ࡋጤクເ㞟ࡢ

ᒆฟࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺⾜ࢆ�

ᆅᇦ㸦ᙜヱᆅࡢ༊ᇦ௨እࡢ┴㒔㐨ᗓࡿࡍᡤᅾࡢ஦ົᡤࡿࡓ୺ࡢ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡋࡔࡓ

ᇦࡿࡅ࠾࡟ປാຊࡢ㟂⤥ࡢ≧ἣ➼຺ࢆ᱌࡚ࡋཌ⏕ປാ኱⮧ࡀᣦᐃࡿࡍᆅᇦࢆ㝖ࠋࡃ௨
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㸦㸱㸧ጤクເ㞟ࡢᒆฟࡢ᭷ຠᮇ㛫ࡣ㸴࠿᭶௨ෆࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍ࡜�

㸦㸲㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡣேᮦ☜ಖ➼ᴗົࡢᐇ᪋࡟㛵ࡋᚲせ࡞ປാ⪅ࡢເ㞟࡜࠺ࡼࡏࢃ⾜ࢆ

�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺⾜ࢆᒆฟࡢጤクເ㞟ࠊࡳࡢ࡚࠸ࡘ࡟ဨ♫ࡿࡍ

㸦㸳㸧㐃ᦠ᥎㐍ἲேูࠊࡣ⣬㸰ᵝᘧձࡢጤクເ㞟ᒆฟ᭩ࠊࢆ㒔㐨ᗓ┴ປാᒁ㛗ࡢ࡬ᒆฟ࡟

⏕ཌࠊ࡟࡛ࡲ㸵᪥๓ࡢ᪥ࡿࡍ㛤ጞࢆጤクເ㞟ࠊࡋసᡂࢆ๪ᮏ㸰㏻ࠊṇᮏ㸯㏻ࡣ࡚ࡗ࠶
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�ࠋ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡿࡍᥦฟ࡚ࡋ

�
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�

ጤクເ㞟ᒆฟ᭩グ㍕せ㡿�

�

㸯� ᒆฟ⪅࡟㛵ࡿࡍ஦㡯�

ձࠕᒆฟᖺ᭶᪥ࠖḍࠊࡣ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊࡀබඹ⫋ᴗᏳᐃᡤ࡟ᒆฟ᭩ࢆᥦฟࡿࡍᖺ᭶᪥

�ࠋࡿࡍグ㍕ࢆ

ղࠕ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊ⛠ྡࡢఫᡤࠊ௦⾲⪅Ặྡࠖḍࠊࡣᒆฟ࠺⾜ࢆ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲ

ேࠊ⛠ྡࡢఫᡤࠊ௦⾲⪅Ặྡࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

�

㸰� ເ㞟ࢆጤクࡿࡍἲே࡟㛵ࡿࡍ஦㡯�

ձࠕ஦ᴗᡤྡ࣭ᡤᅾᆅࠖḍࠊࡣເ㞟ࢆጤクࡿࡍἲேྡ࣭୺ࡿࡓ஦ົᡤࡢᡤᅾᆅࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

ղࠕᚑᴗဨᩘࠖḍࠊࡣᒆฟ᭩ࢆᥦฟࡿࡍ᭶ࡢ๓᭶ᮎ⌧ᅾ࡟ᅾ⡠ࡿࡍἲேࡢᚑᴗဨ⥲ᩘࢆグ㍕ࡍ

�ࠋࡿ

�

㸱� ເ㞟ෆᐜ࡟㛵ࡿࡍ஦㡯�

ձࠕເ㞟⫋✀ࠖḍࠊࡣເ㞟ࡿࡍ⫋✀㸦౛ࠊࡤ࠼♫ဨࡢ᪋タ࣭஦ᴗᡤ࡟ᚑ஦ࡿࡍ௓ㆤ⫋ဨ➼㸧ࢆ

グ㍕ࠋࡿࡍ�

ղࠕ㞠⏝ᮇ㛫ࠖḍࠊࡣ㞠⏝ࡿࡍணᐃࡢᮇ㛫ࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

ճࠕເ㞟ேဨࠖḍࠊࡣເ㞟ேဨࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

մࠕ㈤㔠ࠖḍࠊࡣᖺ㱋➼࡟ᛂึࡓࡌ௵⤥㢠㸦⛯㎸㸧ࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

յࠕᑵᴗ᫬㛫ࠖཬࠕࡧఇ᪥ࠖḍࠊࡣᡤᐃປാ᫬㛫ࠊ㐌ఇไࢆグ㍕ࠊࡋヱᙜ࡛ۑࢆࡢࡶࡿࡍᅖࡴ

�ࠋ࡜ࡇ

նྛࠕ✀ಖ㝤ࠖḍࠊࡣຍධࡿ࠸࡚ࡋಖ㝤࡛ۑࢀࡒࢀࡑࢆᅖࠋ࡜ࡇࡴ�

շࡢࡑࠕ௚ࠖḍࠊࡣ㈹୚ࡢ᭷↓࣭ᖺ㛫ᖹᆒᨭ⤥᭶ᩘࠊṧᴗࡢ᭷↓࣭᭶㛫ᖹᆒ᫬㛫ࠊ஺௦ไ໅

�ࠋࡿࡍグ㍕ࢆ➼ἣ≦ࡢ⯋ᐟࠊ᭷↓࣭≧ἣࡢ➼ኚᙧປാ᫬㛫ไࠊົ

�

㸲� ເ㞟ᆅᇦཬࡧເ㞟ᚑ஦⪅➼࡟ᑐࡿࡍ஦㡯�

ձࠕເ㞟ᆅᇦ࣭ເ㞟ேဨࠖḍࠊࡣປാ⪅ࢆເ㞟ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋ㒔㐨ᗓ┴ཪࡣᆅᇦཬ࡟ࡽࢀࡑࡧᑐ

ᛂࡿࡍເ㞟ேဨࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

ղࠕເ㞟ᚑ஦⪅ࠖḍࢀࡒࢀࡑࠊࡣເ㞟ᚑ஦⪅ࡢẶྡࠊ⏕ᖺ᭶᪥ࠊ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡅ࠾࡟

�ࠋࡿࡍグ㍕ࢆఫᡤࠊྡ⫋ᙺࡿ

� �
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ປാ⪅ເ㞟ሗ࿌�
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�

஦ ᴗ ᡤ ྡ ເ 㞟 ᆅ ᇦ ເ㞟ேဨ ᮏᖺᗘࡢ᥇⏝ேဨ ഛ⪃

ே ᡤ⟶ෆ� � � � ே

ே ᡤ⟶ෆ� � � � ே
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ປാ⪅ເ㞟≧ἣୖࢆグࡾ࠾࡜ࡢሗ࿌ࠋࡍࡲࡋ�
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㸦ඖྕ㸧ۑᖺۑ᭶ۑ᪥�
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ఫ� � � � � � � � � � � ᡤ� � � � � � � � � � �
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�
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㸦ປാ⪅ເ㞟ሗ࿌グ㍕せ㡿㸧�

㸯ࠕ஦ᴗᡤྡࠖḍࠊࡣ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲே࡟ເ㞟ࡢጤクࡓࡗ⾜ࢆ஦ᴗᡤྡࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

㸰ࠕເ㞟ᆅᇦࠖḍࠊࡣປാ⪅ࢆເ㞟ࡿࡍ࡜࠺ࡼࡋᆅᇦ㸦ጤクເ㞟ᒆฟ᭩࡟グ㍕ࡓࡋເ㞟ᆅᇦ㸧ࢆ

グ㍕ࠋࡿࡍ�

㸱ࠕເ㞟ேဨࠖḍࠊࡣᙜヱᆅᇦࡿࡅ࠾࡟ເ㞟ேဨࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

㸲ࠕᮏᖺᗘࡢ᥇⏝ேᩘࠖḍࠊࡣເ㞟ᆅᇦࢆ⟶㎄ࡿࡍබඹ⫋ᴗᏳᐃᡤ⟶ෆࡿࡅ࠾࡟ጤクເ㞟ࡿࡼ࡟

ᮏሗ࿌࡟ಀࡿᖺᗘ୰ࡢ᥇⏝ேဨࢆグ㍕ࠋࡿࡍ�

㸳ࠕ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠊ⛠ྡࡢఫᡤࠊ௦⾲⪅Ặྡࠖḍࠊࡣເ㞟࠺⾜ࢆ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲே

�ࠋࡿࡍグ㍕ࢆ௦⾲⪅Ặྡࠊఫᡤࠊ⛠ྡࡢ

㸦ࡢࡇሗ࿌ࠊࡣጤクເ㞟ࡢᒆฟཷࡢ௜ࡓࡗ⾜ࢆබඹ⫋ᴗᏳᐃᡤ㛗࡟ᥦฟࠋ࡜ࡇࡿࡍ㸧�
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ู⣬㸱�

�

♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேᐃḰ౛�

㸺ㄝ� ᫂㸼

㸯㸬ᐃḰ౛࡚࠸ࡘ࡟

�ۑ ྛ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢᐃḰ࡟グ㍕୍ࡀ࡜ࡇࡿࢀࡉ⯡ⓗ࡟ከ࡜࠸ᛮࡿࢀࢃ஦㡯ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ᐃḰࡢ

ᐃࡵ᪉୍ࡢ౛ࢆグ㍕ࠋࡿ࠸࡚ࡋ

�ۑ ྛ㐃ᦠ᥎㐍ἲேࡢᐃḰࡢグ㍕ෆᐜࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᙜヱᐃḰ౛ᩥࡢゝ࡟ᣊ᮰࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡉ

ࡢࡶࡓࡗἢ࡟ἲ௧ࡀෆᐜࡢࡑࠊ࠿ࡿ࠸࡚ࡗධࡀ஦㡯࡞ᚲせࡀ࡜ࡇࡿࡵᐃ࡚࠸࠾࡟ᐃḰࠊࡀ࠸

ࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶࡛

㸰㸬グ㍕஦㡯ࡢ✀㢮

�ۑ ᚲせⓗグ㍕஦㡯㸦ᐇ⥺㸧� Ѝ� ᚲࡎᐃḰ࡟グ㍕࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ஦㡯࡛ࡘ୍ࡢࡑࠊࡾ࠶

➨஦㡯㸦ἲ࠸࡞ࡌ⏕ࡀຠຊࡢᐃḰࠊ࡜ࡿࡅḞࡀグ㍕ࡶ࡛ 127
᮲➨㸳ྕ࡟ᥖࡿࡆ஦㡯➼㸧

ͤ ෆᐜࡀἲ௧࡟ἢࠊࡃࡼࡤࢀ࠶࡛ࡢࡶࡓࡗᙜヱᐃḰ౛ᩥࡢ
ゝ࡟ᣊ᮰ࠋ࡜ࡇ࠸࡞ࡣ࡛ࡢࡶࡿࢀࡉ

�ۑ ┦ᑐⓗグ㍕஦㡯㸦Ⅼ⥺㸧� Ѝ� ᚲせⓗグ㍕஦㡯ࠊࡾ࡞␗࡜グ㍕ࡶ࡚ࡃ࡞ࡀᐃḰࡢຠຊ࡟ᙳ

㡪ࠊࡀ࠸࡞ࡣἲ௧ୖࠊᐃḰࡢᐃࡢࡑࡤࢀࡅ࡞ࡀࡵຠຊࡌ⏕ࢆ

஦㡯࠸࡞

�ۑ ௵ ព ⓗ グ ㍕ ஦ 㡯�  Ѝ� ἲ௧࡟㐪཯࠸࡞ࡋ⠊ᅖ࡛௵ព࡟グ㍕ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ஦㡯
�

㸱㸬♫ဨ⥲఍ཬࡧ⌮஦఍ࡿࡅ࠾࡟Ỵ㆟஦㡯

⌮஦఍ ♫ဨ⥲఍ 

Ỵ

㆟

஦

㡯

࣭♫ဨ⥲఍ࡢ᪥᫬ཬࡧሙᡤ୪࡟ࡧ㆟㢟࣭㆟

᱌➼ࡢỴᐃ㸦୍⯡♫ᅋἲேཬ୍ࡧ⯡㈈ᅋ

ἲே࡟㛵ࡿࡍἲᚊ㸦௨ୗ୍ࠕ⯡ἲேἲ ࠖ࡜

 㸧➨38᮲➨2㡯㸧ࠋ࠺࠸
࣭௦⾲⌮஦ཬࡧᴗົᇳ⾜⌮஦ࡢ㑅ᐃཬࡧゎ

⫋㸦⌮஦㛗㸸୍⯡ἲேἲ➨90᮲➨2㡯➨3
➨ᴗົᇳ⾜⌮஦㸸୍⯡ἲேἲ➨91᮲ࠊྕ
㸯㡯➨2ྕ㸧 
࣭㔜せ࡞㈈⏘ࡢฎศཬࡧㆡཷࡅ㸦୍⯡ἲே

ἲ➨90᮲➨4㡯➨1ྕ㸧 
࣭ከ㢠ࡢ೉㈈㸦୍⯡ἲேἲ➨90᮲➨4㡯➨2
ྕ㸧

࣭㔜せ࡞౑⏝ேࡢ㑅௵ཬࡧゎ௵㸦୍⯡ἲே

ἲ➨90᮲➨4㡯➨3ྕ㸧 

࣭♫ဨࡢ㝖 㸦ྡ୍⯡ἲேἲ➨30᮲➨1㡯㸧ۻ 
࣭♫ဨ⥲఍ᥦฟ㈨ᩱࡢㄪᰝ⪅ࡢ㑅௵㸦୍⯡

ἲேἲ➨55᮲㸧 
࣭⌮஦ࠊ┘஦ࠊ఍ィ┘ᰝேࡢ㑅௵㸦୍⯡ἲ

ேἲ➨63᮲69➨ࠊ᮲➨2㡯㸧 
࣭⌮஦ࠊ┘஦ࠊ఍ィ┘ᰝேࡢゎ௵㸦୍⯡ἲ

ேἲ➨70᮲㸧ۻ 
࣭ᙺဨ➼ࡢ㈐௵୍ࡢ㒊ච㝖㸦୍⯡ἲேἲ➨

113᮲㸧ۻ 
࣭ィ⟬᭩㢮ࡢᢎㄆ㸦୍⯡ἲேἲ➨126᮲➨2
㡯㸧

࣭ᇶ㔠ࡢ㏉㑏㸦୍⯡ἲேἲ➨141᮲㸧 
࣭ᐃḰࡢኚ᭦㸦୍⯡ἲேἲ➨146᮲㸧ۻ 
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࣭ᚑࡿࡓ஦ົᡤࡢࡑ௚ࡢ㔜せࡢ⧊⤌࡞タ

ᗫṆ㸦୍⯡ἲேἲ➨90᮲➨4ࡧኚ᭦ཬࠊ⨨
㡯➨4ྕ㸧 
ࡢయไࡢ(➼ἲ௧㑂Ᏺ)ࢫࣥ࢔࢖ࣛࣉࣥࢥ࣭
ᩚഛ㸦୍⯡ἲேἲ➨90᮲➨4㡯➨5ྕ㸧 
ͤ�୍ᐃつᶍࢆ㉸ࡿ࠼ἲேࡳࡢ

࣭ᐃḰࡢᐃࡵཬࡧ⌮஦఍Ỵ㆟㸦୍⯡ἲேἲ

➨114᮲㸧࡟ᇶ࡙ࡃᙺဨ➼ࡢ㈐௵୍ࡢ㒊ච
㝖㸦୍⯡ἲேἲ➨90᮲➨4㡯➨6ྕ㸧 
࣭➇ᴗཬࡧ฼┈┦཯ྲྀᘬ㸦୍⯡ἲேἲ➨92
᮲➨㸯㡯㸧

⿵࣭ൾዎ⣙ࡢෆᐜࡢỴᐃ㸦୍⯡ἲேἲ➨118
᮲ࡢ㸰➨1㡯㸧 
࣭ᙺဨ➼ࡿࢀࡉ⤖⥾࡟ࡵࡓࡢಖ㝤ዎ⣙ࡢෆ

ᐜࡢỴᐃ㸦୍⯡ἲேἲ➨118᮲ࡢ㸱➨1㡯㸧 
ィ࣭⟬᭩㢮ཬࡧ஦ᴗሗ࿌➼ࡢᢎㄆ㸦ἲ➨124
᮲➨3㡯㸧 
࣭㈚௜ࡓࡅཷࢆࡅ♫ဨࡿࡅ࠾࡟㔜せ஦㡯࡟

ಀࡿỴᐃࡢᢎㄆ㸦ᮏ㏻▱ู⣬㸯ࡢ㸴㸦4㸧㸧 
Ỵᐃࡢ⾜ᴗົᇳ࡞௚㔜せࡢࡑ࣭

࣭஦ᴗࡢ඲㒊ࡢㆡΏ㸦୍⯡ἲேἲ➨147᮲㸧
ۻ

࣭ゎᩓࡢỴ㆟㸦ゎᩓ㸸୍⯡ἲேἲ➨148᮲➨
㸱ྕࠊ⥅⥆㸸୍⯡ἲேἲ➨150᮲㸧ۻ 
Ύ࣭⟬ேࡢ㑅௵㸦୍⯡ἲேἲ➨209᮲➨㸯㡯
➨㸱ྕ㸧

࣭Ύ⟬ேࡢゎ௵㸦୍⯡ἲேἲ➨210᮲➨㸯
㡯㸧

࣭ṧవ㈈⏘ࡢᖐᒓඛࡢỴᐃ㸦୍⯡ἲேἲ➨

239᮲➨2㡯㸧 
ᙺ࣭ဨሗ㓘➼ᇶ‽ࡢᢎㄆ㸦ἲ➨138᮲࠸࠾࡟
 2㡯㸧➨35ࡢἲ➨45᮲ࡿࡍ⏝‽࡚
࣭♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ホ㆟఍ࡢᵓᡂဨࡢ㑅

௵࣭ゎ௵㸦ᮏ㏻▱➨㸱ࡢ㸴㸦2㸧ղ㸧 
࣭఍㈝➼ࡢ౑㏵ཬࡧ㔠㢠㸦ᮏ㏻▱➨㸲ࡢ㸱

㸦2㸧㸧 
࣭♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࡢ⟇ᐃ㸦ᮏ㏻▱➨

㸳ࡢ㸱㸦1㸧㸧 
࣭♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࡢኚ᭦㸦ᮏ㏻▱➨

㸳ࡢ㸶㸦1㸧㸧 
࣭㈚௜࡟ࡅಀྜࡿពෆᐜࡢᢎㄆ㸦ᮏ㏻▱ู

⣬㸯ࡢ㸱㸦1㸧㸧 
஦㡯ࡓࡵ௚ᐃḰ࡛ᐃࡢࡑ࣭

ࠊࡾࡼ࡟つᐃࡢ㸸୍⯡ἲேἲ➨49᮲➨2㡯ۻ
♫ဨࡢ⥲㆟Ỵᶒࡢ㸱ศࡢ㸰㸦ୖࢆࢀࡇᅇ

ࠊࡣ࡚ࡗ࠶࡟ሙྜࡓࡵᐃḰ࡛ᐃࢆ๭ྜࡿ

Ỵ࡚ࡘࡶࢆከᩘࡿࡓᙜ࡟๭ྜ㸧௨ୖࡢࡑ

㆟࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃ⾜ࢆ஦㡯

‒

‒ ‒
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♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேۑۑࠐࠐᐃḰ�

�

≋ද≌ᅈ˟ᅦᅍᡲઃਖ਼ᡶᛐܭ⇁Ӗↀ↎ࡽ↱ࢸⅼዓⅼ⅚ɟᑍᅈׇඥʴӏ↢ɟᑍᝠׇඥʴ↚᧙ↈ↺ඥ

ᙲⅻⅱ↺⅛ↆ࣏ɟᑍᅈׇඥʴ↝ᙲˑሁ⇁฼↎ↈ↺↰ܭ↚≌⅛ɦⅤɟᑍඥʴඥⅥ↗ⅳⅵˌ≋ࢷ

↎ⅻ→↕⅚ඥʴ↝ཞඞ↚↷→↕↞⅚ஜܭഘ̊↚ᙹܭ↝↙ⅳʙ᪮↚↓ⅳ↕↱⅚ɟᑍඥʴඥ↚ؕ

↔ⅳ↕࣏↺↰ܭᙲⅻⅱ↹ࢽ↺⅛‒

�

➨୍❶�ྡ⛠ཬࡧ஦ົᡤ�

㸦ྡ⛠㸧�

➨୍᮲� ᮏἲேࠊࡣ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ἲேࠋࡿࡍ⛠࡜ۑۑۑۑ�

�

㸦஦ົᡤ㸧�

➨஧᮲� ᮏἲேࠊࡣ୺ࡿࡓ஦ົᡤۑۑ┴ۑۑࢆ㒆㸦ᕷ㸧ۑۑ⏫㸦ᮧ㸧ۑۑ␒ᆅࠋࡃ⨨࡟�

�

≋ද≌ࢼ↎↺ʙѦ৑↝৑ענ⇁ˌɦ↝↗ⅹ↹ᚡ᠍ↈ↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

≕‒ ஜඥʴ↞⅚ྸʙ˟↝ൿᜭ↚↷→↕ࢼ↎↺ʙѦ৑⇁ⅎⅎჄⅎⅎᢼ≋ࠊ≌ⅎⅎထ≋஭≌ⅎⅎ

ဪע↚ፗⅾ⅛‒

�

➨஧❶� ┠ⓗཬࡧᴗົ�

㸦┠ⓗ㸧�

➨୕᮲� ᮏἲேࠊࡣ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪࡟ᇶ࡙ࠊࡁ♫ဨࡢ♫఍⚟♴࡟ಀࡿᴗົࡢ㐃ᦠࢆ

᥎㐍ࠊࡋ୪࡟ࡧᆅᇦࡿࡅ࠾࡟Ⰻ㉁ࡘ࠿㐺ษࡢࢫࣅ࣮ࢧ♴⚟࡞ᥦ౪ཬࡧ♫఍⚟♴ἲேࡢ⤒

Ⴀᇶ┙ࡢᙉ໬࡟㈨ࢆ࡜ࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ࡜�

�

㸦♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ᴗົ㸧�

➨ᅄ᮲� ᮏἲேࠊࡣ๓᮲ࡢ┠ⓗࢆ㐩ᡂࠊࡵࡓࡿࡍḟࡢᴗົࠋ࠺⾜ࢆ�

���� ᆅᇦ⚟♴ࡢ᥎㐍࡟ಀࢆ⤌ྲྀࡿ♫ဨࡀඹྠࡢࡵࡓ࠺⾜࡚ࡋᨭ᥼�

���� ⅏ᐖࡀⓎ⏕ࡓࡋሙྜࡿࡅ࠾࡟♫ဨࡀᥦ౪ࡢࢫࣅ࣮ࢧ♴⚟ࡿࡍ฼⏝⪅ࡢᏳ඲ࢆ♫ဨ

�ᨭ᥼ࡢࡵࡓࡿࡍಖ☜࡚ࡋඹྠࡀ

���� ♫ဨࡀ⤒Ⴀࡿࡍ♫఍⚟♴஦ᴗࡢ⤒Ⴀ᪉ἲ࡟㛵ࡿࡍ▱㆑ࡢඹ᭷ࢆᅗࡢࡵࡓࡿᨭ᥼�

���� ㈨㔠ࡢ㈚௜ࢆࡅ㏻ࡓࡌ♫఍⚟♴஦ᴗ࡟ಀࡿᴗົ࡟ࡢ࠺⾜ࢆᚲせ࡞㈨㔠ࢆㄪ㐩ࡿࡍ

��ᨭ᥼ࡢࡵࡓ

���� ♫ဨࡀ⤒Ⴀࡿࡍ♫఍⚟♴஦ᴗࡢᚑ஦⪅ࡢ☜ಖࡢࡵࡓࡢᨭ᥼ཬࡢࡑࡧ㈨㉁ࢆୖྥࡢ

ᅗࡢࡵࡓࡿ◊ಟ�

���� ♫ဨࡀ⤒Ⴀࡿࡍ♫఍⚟♴஦ᴗ࡟ᚲせ࡞タഛཪࡣ≀㈨ࡢ౪⤥�

�
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≋ද≌ܱ ᨥ↚ܱ଀ↈ↺ʙಅ↝↮⇁ᚡ᠍ↈ↺ↂ↗⅛↭↎⅚ᅈ˟ᅦᅍᡲઃਖ਼ᡶ૾ᤆ↚ᚡ᠍ↆ↎↷↹ᛇ

ኬ↙ʙಅϋܾ⇁ᚡ᠍ↈ↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

�

� 㸦ࡢࡑ௚ᴗົ㸧�

➨஬᮲� ᮏἲேࠊࡣ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪࡟ἢࡓࡗ㐃ᦠࢆ᥎㐍ࠊࡵࡓࡿࡍ๓᮲࡟ᥖࡿࡆᴗ

�ࠋ࠺⾜ࢆᴗົࡿࡍ㛵࡟ۑۑࠊ࠿࡯ࡢົ

�

≋ද≌↌↝˂ಅѦ⇁ᘍ↾↙ⅳئӳ↞ᚡ᠍ɧᙲ↖ⅱ↺⅛‒

�

➨୕❶� ᇶ㔠�

� 㸦ᇶ㔠㸧�

➨භ᮲� ᮏἲேࠊࡣᇶ㔠ࢆᘬࡢ⪅ࡿࡅཷࡁເ㞟ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆ�

㸰� ᣐฟࡓࢀࡉᇶ㔠ࠊࡣᇶ㔠ࡢᣐฟ⪅ྜ࡜ពࡓࡋᮇ᪥࡛ࡲ㏉㑏ࠋ࠸࡞ࡋ�

㸱� ᇶ㔠ࡢ㏉㑏ࡢᡭ⥆ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㏉㑏ࡿࡍᇶ㔠ࡢ⥲㢠࡚࠸ࡘ࡟ᐃ᫬♫ဨ⥲఍ࡢỴ㆟ࢆ⤒

࠸࠾࡟஦఍⌮ࢆ஦㡯࡞ᚲせࡢ௚ࡢࡑ᪉ἲࡧሙᡤཬ࠺⾜ࢆ㏉㑏ࡢᇶ㔠ࠊ࠿࡯ࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿ

�ࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡿࡵᐃ࡟ู࡚

�

≋ද≔≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‣‥‣ வӋༀ⅛ؕ᣿↝Ѫᨼ⇁ᘍⅵئӳ↞ܭഘ↚ᚡ᠍ↈ↺࣏ᙲⅻⅱ↺⅛↎↏

ↆ⅚ᅈ˟ᅦᅍඥʴ↖ⅱ↺ᅈՃ↞⅚࢘ᛆؕ᣿↚ݣↈ↺᝻᣿↝ਗЈⅻ↖ⅼ↙ⅳ⅛‒

≋ද≕≌ؕ᣿↝ᡉᢩ↚↓ⅳ↕↞⅚ඥʴ↝ᚐ૝↭↖↗ↈ↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛ↂ↝ئӳ⅚ᇹ≕᪮ӏ

↢ᇹ ‥᪮⇁ˌɦ↝↗ⅹ↹↗ↈ↺ↂ↗⅛‒

≕‒ ਗЈↄ↻↎ؕ᣿↞⅚ஜඥʴⅻᚐ૝ↈ↺↭↖ᡉᢩↆ↙ⅳ⅛‒

≖‒ ؕ᣿↝ᡉᢩ↝৖ዓ↚↓ⅳ↕↞⅚ɟᑍᅈׇඥʴӏ↢ɟᑍᝠׇඥʴ↚᧙ↈ↺ඥࢷᇹ ․‥ ‒வ

↝ᙹࢼ↚ܭⅳ⅚ؕ ᣿↝ᡉᢩ⇁ᘍⅵئ৑ӏ↢૾ඥ↌↝˂↝࣏ᙲ↙ʙ᪮⇁ฌምʴ↚ⅹⅳ↕К↚

‒⅛↺ↈ↗↝↱↺↰ܭ

�

➨ᅄ❶� ♫ဨ�

㸦ἲேࡢᵓᡂဨ㸧�

➨୐᮲� ᮏἲேࠊࡣᮏἲேࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪࡟㈶ྠࠊࡋḟ࡟ヱᙜࡿࡍἲே࡛ࠊ࡚ࡗ࠶

ḟ᮲ࡢつᐃࠊࡾࡼ࡟ᮏἲேࡢ♫ဨ࡚ࡗࡶࢆ⪅ࡓࡗ࡞࡜ᵓᡂࠋࡿࡍ�

���� ᮏἲேࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍༊ᇦࡿࡅ࠾࡟♫఍⚟♴ἲே�

���� ᮏἲேࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍༊ᇦ࡚࠸࠾࡟♫఍⚟♴஦ᴗࢆ⤒Ⴀࡿࡍἲே㸦���࡟ヱᙜ

�㸧ࠋࡃ㝖ࢆἲேࡿࡍ

���� ᮏἲேࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍༊ᇦ࡚࠸࠾࡟♫఍⚟♴ࢆ┠ⓗࡿࡍ࡜஦ᴗ㸦♫఍⚟♴஦ᴗ

�㸧ࠋࡃ㝖ࢆἲேࡿࡍヱᙜ࡟���ࡧ��ཬ�ἲே㸦ࡿࡍႠ⤒ࢆ㸧ࠋࡃ㝖ࢆ
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���� ᮏἲேࡢ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍༊ᇦ࡚࠸࠾࡟♫఍⚟♴஦ᴗ➼ᚑ஦⪅ࡢ㣴ᡂᶵ㛵ࢆ⤒Ⴀࡍ

�㸧ࠋࡃ㝖ࢆἲேࡿࡍヱᙜ࡟࡛ࡲ���ࡽ࠿���ἲே㸦ࡿ

�

㸦♫ဨࡢ㈨᱁ྲྀࡢᚓ㸧�

➨ඵ᮲� ᮏἲேࡢ♫ဨࠊࡣ⪅ࡿࡍ࡜࠺ࢁ࡞࡟⌮஦఍ࡢᐃࡾࡼ࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ⏦㎸ࡑࠊࡋࢆࡳ

�ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ᚓࢆᢎㄆࡢ

㸰�ᮏἲேࠊࡣ♫ဨྡ⡙ࢆഛࠊࡁ⨨࠼♫ဨࡢኚ᭦࡟࡜ࡈࡿ࠶ࡀᚲせ࡞ኚ᭦ࢆຍ࡞ࡤࢀࡅ࡞࠼

�ࠋ࠸࡞ࡽ

�

≋ද≌ᇹ≔᪮↚↓ⅳ↕⅚ᅈՃዮ˟↝১ᛐ⇁࣏ᙲ↗ↈ↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

�

➨஑᮲� ๓᮲ࡢつᐃࠊࡎࡽࢃ࠿࠿࡟ᆅ᪉බඹᅋయࡣ࡚࠸ࡘ࡟♫ဨࠋ࠸࡞ࡋ࡜�

�

㸦⤒㈝ࡢ㈇ᢸ㸧�

➨༑᮲� ᮏἲேࡢ஦ᴗάື࡟⤒ᖖⓗ࡟⏝㈝ࡿࡌ⏕࡟඘࡚ࠊࡵࡓࡿ♫ဨࡓࡗ࡞࡟᫬ཬࡧẖᖺࠊ

♫ဨࠊࡣ♫ဨ⥲఍࡟ู࡚࠸࠾࡟ᐃࡿࡵ㢠ࢆᨭᡶࢆົ⩏࠺㈇ࠋ࠺�

�

≋ද≔≌ɟᑍඥʴඥᇹ ․  வӋༀ⅛ኺᝲ↝᝟ਃ⇁ဃↇↄ↊↺ئӳ↞ܭഘ↚ᚡ᠍ⅻ࣏ᙲ↖ⅱ↺⅛‒

≋ද≕≌Ⅴʙಅ෇ѣ↚ኺࠝႎ↚ဃↇ↺ᝲဇⅥ↗↞⅚ஜඥʴ↝ஜᢿᢃփ↚࢘↎→↕ႆဃↈ↺ʙѦႎ

ኺᝲሁ↖ⅱ↹⅚ᅈ˟ᅦᅍᡲઃਖ਼ᡶಅѦ↚ᙲↈ↺ᝲဇ↚↓ⅳ↕↞⅚ಅѦۀᚠᝲሁ↚↷↹Кᡦᄩ

̬ↈ↺࣏ᙲⅻⅱ↺⅛‒

�

㸦㈚௜ࡓࡅཷࢆࡅ♫ဨࡢ㈐ົ㸧�

➨༑୍᮲� ➨㸲᮲���࡟つᐃࡿࡍᨭ᥼ࡓࡅཷࢆ♫ဨࠊࡀḟࡢ஦㡯ࢆỴᐃ࡟ࡿࡍᙜࠊࡣ࡚ࡗࡓ

�ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷࢆᢎㄆࡢ஦఍⌮ࡵࡌ࠿ࡽ࠶

���� ண⟬㸦⿵ṇண⟬ࠋࡴྵࢆ㸧ࡢỴᐃཪࡣኚ᭦�

���� Ỵ⟬ࡢỴᐃ�

���� ೉ධ㔠㸦ᙜヱ఍ィᖺᗘෆࡢ཰ධ࡚ࡗࡶࢆൾ㑏୍ࡿࡍ᫬ࡢ೉ධ㔠ࢆ㝖ࠋࡃ㸧ࡢ೉ධࢀ�

���� 㔜せ࡞㈨⏘ࡢฎศ�

� ���� ྜే�

� ���� ┠ⓗࡿࡓ஦ᴗࡢᡂຌࡢ୙⬟ࡿࡼ࡟ゎᩓ�

�

≋ද≌ᇹ≗வ‚…‛↚ᙹܭↈ↺ಅѦ⇁ᘍⅵئӳ↞⅚ஜᙹ࣏⇁ܭ↉ᚡ᠍ↈ↺࣏ᙲⅻⅱ↺⅛‒

�

㸦௵ព㏥♫㸧�
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➨༑஧᮲� ♫ဨࠊࡣ♫ဨ⥲఍࡟ู࡚࠸࠾࡟ᐃࡿࡵ㏥♫ᒆࢆᥦฟࠊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ௵ព࠸࡟

�ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ♫㏥ࡶ࡛ࡘ

�

≋ද≔≌ɟᑍඥʴඥᇹ ․‪ வӋༀ⅛ᡚᅈ↚࢘↎→↕୿᩿↚↷↺ॖ࣬ᘙᅆ⇁൭↰↺↙↘↝ئӳ↞⅚

‒⅛↺ᙲ↖ⅱ࣏ഘ↚ஜவ↝↷ⅵ↙ᚡ᠍ⅻܭ

≋ද≕≌᝱˄ಅѦ⇁ᘍⅵئӳ↞⅚ᇹ≕᪮↗ↆ↕⅚ˌɦ↝ᙹܭ⇁ᡙьↈ↺ↂ↗ⅻஓ↭ↆⅳ⅛‒

≕‒ Э᪮↝ᙹܭ↚ⅺⅺ↾↸↉⅚ஜඥʴⅺ↸ᇹ≗வ‚…‛↚ᙹܭↈ↺ૅੲ⇁Ӗↀ↎ᅈՃ↚↓ⅳ↕

↞⅚ᅈՃዮ˟↚ⅹⅳ↕ᅈՃμՃ↝ӷॖ⇁ࢽ↙ↀ↻↟⅚ᡚᅈↈ↺ↂ↗ⅻ↖ⅼ↙ⅳ⅛‒

�

㸦㝖ྡ㸧�

➨༑୕᮲� ♫ဨࡀḟ࡟࠿ࢀࡎ࠸ࡢヱᙜࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ⮳࡟ࡿࡍ♫ဨ⥲఍ࡢỴ㆟࡚ࡗࡼ࡟ᙜヱ

♫ဨࢆ㝖ྡࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ�

���� �ࠋࡁ࡜ࡓࡋ㐪཯࡟つ๎ࡢ௚ࡢࡑᐃḰࡢࡇ

���� ᮏἲேྡࡢ㄃ࢆയࠊࡅࡘཪࡣ┠ⓗ࡟཯ࡿࡍ⾜Ⅽࠋࡁ࡜ࡓࡋࢆ�

���� �ࠋࡁ࡜ࡿ࠶ࡀ⏤஦࡞ṇᙜࡁ࡭ࡍ௚㝖ྡࡢࡑ

�

≋ද≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‥•வ⅚ᇹ …‒⅛‫வᇹ≕᪮Ӌༀ

�

㸦♫ဨ㈨᱁ࡢ႙ኻ㸧�

➨༑ᅄ᮲� ๓㸰᮲ࡢሙྜࠊ࠿࡯ࡢ♫ဨࠊࡣḟ࡟࠿ࢀࡎ࠸ࡢヱᙜࡢࡑࠊࡣࡁ࡜ࡓࡗ⮳࡟ࡿࡍ

㈨᱁ࢆ႙ኻࠋࡿࡍ�

����➨ �� ᮲ࡢᨭᡶ⩏ົࢆ㸰ᖺ௨ୖᒚ⾜ࠋࡁ࡜ࡓࡗ࠿࡞ࡋ�

����⥲♫ဨྠࡀពࠋࡁ࡜ࡓࡋ�

����ᙜヱ♫ဨ࡟ಀࡿἲேࡀゎᩓࠋࡁ࡜ࡓࡋ�

�

➨஬❶�♫ဨ⥲఍�

㸦ᵓᡂ㸧�

➨༑஬᮲� ♫ဨ⥲఍ࠊࡣ඲࡚ࡢ♫ဨ࡚ࡗࡶࢆᵓᡂࠋࡿࡍ�

�

㸦ᶒ㝈㸧�

➨༑භ᮲�♫ဨ⥲఍ࠊࡣḟࡢ஦㡯࡚࠸ࡘ࡟Ỵ㆟ࠋࡿࡍ�

���� ♫ဨࡢ㝖ྡ�

���� ⌮஦ཬࡧ┘஦ࠊࠑ఍ィ┘ᰝேࠒ୪࡟ࡧ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍ホ㆟఍ࡢᵓᡂဨࡢ㑅௵ཪࡣ

ゎ௵�

���� ⌮஦ཬࡧ┘஦ࡢሗ㓘➼ࡢ㢠�
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���� ㈚೉ᑐ↷⾲ཬࡧᦆ┈ィ⟬᭩ࡢᢎㄆ�

���� ᐃḰࡢኚ᭦�

���� ゎᩓཬࡧṧవ㈈⏘ࡢฎศ�

���� ᇶᮏ㈈⏘ࡢฎศཪࡣᢸಖ࡟౪࡟࡜ࡇࡿࡍಀࡿᢎㄆ�

���� ఍㈝➼ࡢ౑㏵ཬࡧ㔠㢠�

���� ♫఍⚟♴㐃ᦠ᥎㐍᪉㔪ࡢኚ᭦�

����� ㈚௜࡟ࡅಀྜࡿពෆᐜࡢᢎㄆ�

����� �஦㡯ࡓࢀࡽࡵᐃḰ࡛ᐃࡢࡇࡣἲ௧ཪ࡚ࡋ࡜ࡢࡶࡿࡍ௚♫ဨ⥲఍࡛Ỵ㆟ࡢࡑ

�

≋ද≌˟ᚘႳ௹ʴ⇁ፗⅳ↕ⅳ↙ⅳئӳ⅚ⅠⅡϋ↞ɧᙲ↖ⅱ↺⅛‒

�

㸦㛤ദ㸧�

➨༑୐᮲� ♫ဨ⥲఍ࠊࡣᐃ᫬♫ဨ⥲఍࡚ࡋ࡜ẖᖺᗘۑ᭶࡟㸯ᅇ㛤ദࠊ࠿࡯ࡿࡍᚲせࡿ࠶ࡀ

ሙྜ࡟㛤ദࠋࡿࡍ�

�

≋ද≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‥ வᇹ≔᪮Ӌༀ⅛ܭ଺ᅈՃዮ˟↞⅚ӷவӷ᪮↝ᙹܭ↚↷↹⅚൑˟ᚘࡇ࠰ኳ

ʕࢸɟܭ↝଺஖↚ਔᨼↆ↙ↀ↻↟↙↸↙ⅳ↎↰⅚᧏͵଺஖⇁ܭ↰↕ⅹⅾↂ↗ⅻஓ↭ↆⅳ⅛‒

˂૾⅚ᐮ଺ᅈՃዮ˟↞⅚ⅳ↓↖↱ਔᨼↈ↺ↂ↗ⅻ↖ⅼ↺≋ɟᑍඥʴඥᇹ ‥  வᇹ≕᪮≌⅛‒

�

㸦ᣍ㞟㸧�

➨༑ඵ᮲� ♫ဨ⥲఍ࠊࡣἲ௧ู࡟ẁࡢᐃࡿ࠶ࡀࡵሙྜࢆ㝖ࠊࡁ⌮஦఍ࡢỴ㆟࡟ᇶ࡙ࡁ௦⾲

⌮஦ࡀᣍ㞟ࠋࡿࡍ�

㸰� ⥲♫ဨࡢ㆟Ỵᶒࡢ ��� ศࡢ㸯௨ୖࡢ㆟Ỵᶒࢆ᭷ࡿࡍ♫ဨࠊࡣ௦⾲⌮஦࡟ᑐࠊࡋ♫ဨ⥲

఍ࡢ┠ⓗ࡛ࡿ࠶஦㡯ཬࡧᣍ㞟ࠊ࡚ࡋ♧ࢆ⏤⌮ࡢ♫ဨ⥲఍ࡢᣍ㞟ࢆㄳồࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ�

�

≋ද≔≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‥  வⅺ↸ᇹ ‥‪வ↭↖Ӌༀ⅛‒

≋ද≕≌ᇹ≕᪮↚ⅳⅵⅤዮᅈՃ↝ᜭൿೌ↝ ‣• Ў↝≔ˌɥ↝ᜭൿೌ⇁ஊↈ↺ᅈՃⅥ↞⅚ҥ཯↝ᅈ

Ճ↝↮↙↸↉⅚ᙐૠ↝ᅈՃ↖↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛↭↎⅚Ⅴ‣•Ў↝≔Ⅵ↞ ‧Ў↝≔ˌɦ↝лӳ↗ↈ

↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

�

㸦㆟㛗㸧�

➨༑஑᮲� ♫ဨ⥲఍ࡢ㆟㛗ࠊࡣᙜヱ♫ဨ⥲఍࡚࠸࠾࡟♫ဨࡢ୰ࡽ࠿㑅ฟࠋࡿࡍ�

�

≋ද≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‧…வӋༀ⅛ⅤᅈՃዮ˟↝ᜭᧈ↞⅚ˊᘙྸʙⅻↂ↻↚࢘↎↺⅛Ⅵ↗ↈ↺ↂ↗↱

ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

�
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㸦㆟Ỵᶒ㸧�

➨஧༑᮲� ♫ဨ⥲఍ࡿࡅ࠾࡟㆟Ỵᶒࠊࡣ♫ဨ㸯ྡࡁࡘ࡟㸯ಶࠋࡿࡍ࡜�

�

≋ද≌ᜭൿೌ↝ૠ↚↓ⅳ↕⅚ܭഘ↖Кെ↝ܭ↰⇁ↈ↺ئӳ↞⅚ⅤᅈՃⅎⅎ↚↓ⅼⅎ̾⅚ᅈՃⅎⅎ

↚↓ⅼⅎ̾↗ↈ↺⅛Ⅵ↙↘↝ᚡ᠍↗ↈ↺ↂ↗ⅻᎋⅷ↸↻↺⅛‒

↙ⅹ⅚ↂ↝ئӳ⅚ˌɦ↝ⅳ↉↻↱฼↎ↆ↕ⅳ↺ↂ↗ⅻ࣏ᙲ↖ⅱ↺⅛‒

‒ ‒ ձ‒ ᅈ˟ᅦᅍᡲઃਖ਼ᡶႸႎ↚ༀ↸ↆ⅚ɧࠀ↚࢘Кႎ↙ӕৢⅳ⇁ↆ↙ⅳↂ↗‒

ղ‒ ᅈՃⅻᡲઃਖ਼ᡶඥʴ↚ݣↆ↕੩̓ↆ↎᣿᥉↌↝˂↝ᝠင↝̖᫇↚ࣖↇ↕ီ↙↺ӕৢⅳ

⇁ↆ↙ⅳↂ↗‒

ճ‒ ≔↝ᅈՃ↚ݣↆ⅚ዮᅈՃ↝ᜭൿೌ↝ᢅҞૠ⇁ᣐЎↆ↙ⅳↂ↗‒

‒ ↭↎⅚́↊↕ᇹ≔᪮↝ഏ↚ഏ↝ɟ᪮⇁ьⅷ↺⅛‒

≕‒ ዮᅈՃ↝ᜭൿೌ↝ᢅҞૠ↞⅚ᅈՃ↖ⅱ↺ᅈ˟ᅦᅍඥʴⅻ̬ஊↆ↙ↀ↻↟↙↸↙ⅳ⅛‒

�

㸦Ỵ㆟㸧�

➨஧༑୍᮲� ♫ဨ⥲఍ࡢỴ㆟ࠊࡣ⥲♫ဨࡢ㆟Ỵᶒࡢ㐣༙ᩘࢆ᭷ࡿࡍ♫ဨࡀฟᖍࠊࡋฟᖍࡋ

�ࠋ࠺⾜࡚ࡗࡶࢆ㐣༙ᩘࡢ㆟Ỵᶒࡢᙜヱ♫ဨࡓ

㸰� ๓㡯ࡢつᐃࠊࡎࡽࢃ࠿࠿࡟ḟࡢỴ㆟ࠊࡣ⥲♫ဨᩘ༙ࡢ௨ୖ࡛ࠊ࡚ࡗ࠶⥲♫ဨࡢ㆟Ỵᶒ

�ࠋ࠺⾜࡚ࡗࡶࢆከᩘࡿࡓᙜ࡟㸰௨ୖࡢ㸱ศࡢ

���� ♫ဨࡢ㝖ྡ�

���� ┘஦ࡢゎ௵�

���� ᐃḰࡢኚ᭦�

���� �஦㡯ࡓࢀࡽࡵ௚ἲ௧࡛ᐃࡢࡑ

�

≋ද ‣≌ɟᑍඥʴඥᇹ …‫ வӋༀ⅛‒

≋ද≕≌ᇹ≕᪮↚ⅳⅵⅤዮᅈՃ↝ᜭൿೌ↝≖Ў↝≕ˌɥⅥⅻ࣏ᙲ↗ↄ↻↕ⅳ↺ⅻ⅚ܭഘ↚↷↹ↂ

↻⇁ɥׅ↺лӳ⇁ܭ↰↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

�

㸦㆟஦㘓㸧�

➨஧༑஧᮲� ♫ဨ⥲఍ࡢ㆟஦ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ἲ௧࡛ᐃࠊࡾࡼ࡟ࢁࡇ࡜ࡿࡵ㆟஦㘓ࢆసᡂࠋࡿࡍ�

�

≋ද ‣≌ɟᑍඥʴඥᇹ ‧  வӋༀ⅛‒
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≋ද≕≌ˊᘙྸʙӏ↢ಅѦؓᘍྸʙⅻᐯࠁ↝ᎰѦ↝ؓᘍ↝ཞඞ⇁ྸʙ˟↚إԓↈ↺᫁ࡇ↚↓ⅳ
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≋ද≖≌˟ᚘႳ௹ʴ⇁ፗⅳ↕ⅳ↙ⅳئӳ⅚ⅠⅡϋ↞ɧᙲ↖ⅱ↺⅛‒
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≋ද≕≌ᝲဇࡰΝЎ↚↓ⅳ↕↞إᣛሁ↚ԃ↭↻↙ⅳ⅛‒
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≋ද≌˟ᚘႳ௹ʴ⇁ፗⅳ↕ⅳ↙ⅳئӳ⅚ⅠⅡϋ↞ɧᙲ↖ⅱ↺⅛‒

‒ ‒ ↙ⅹ⅚ᇹ≕᪮↚ᙹܭↈ↺Ⅴྸʙ↝ᎰѦ↝ؓᘍⅻඥˋӏ↢ܭഘ↚ᢘӳↈ↺ↂ↗⇁ᄩ̬ↈ↺↎↰

↝˳С↌↝˂ಅѦ↝ᢘദ⇁ᄩ̬ↈ↺↎↰↚࣏ᙲ↙˳С↝ૢͳ↚᧙ↈ↺ʙ᪮Ⅵ↗↞ഏ↝ʙ᪮⇁

ⅳⅵ⅛‒

Ⅎ‒ ྸʙ↝ᎰѦ↝ؓᘍ↚̞↺ऴ܍̬↝إӏ↢ሥྸ↚᧙ↈ↺˳С‒

ℳ‒ ੷ڂ↝үᨖ↝ሥྸ↚᧙ↈ↺ᙹᆉ↌↝˂↝˳С‒

ℴ‒ ྸʙ↝ᎰѦ↝ؓᘍⅻјྙႎ↚ᘍ↾↻↺ↂ↗⇁ᄩ̬ↈ↺↎↰↝˳С‒

ℵ‒ ᎰՃ↝ᎰѦ↝ؓᘍⅻඥˋӏ↢ܭഘ↚ᢘӳↈ↺ↂ↗⇁ᄩ̬ↈ↺↎↰↝˳С‒

ℶ‒ Ⴓʙⅻ↌↝ᎰѦ⇁ᙀяↈ↨ⅼᎰՃ⇁ፗⅾↂ↗⇁൭↰↎ئӳ↚ⅹↀ↺࢘ᛆᎰՃ↚᧙ↈ↺ʙ‒

᪮‒

ℷ‒ Эӭ↝ᎰՃ↝ྸʙⅺ↸↝཯ᇌࣱ↚᧙ↈ↺ʙ᪮‒
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ӳ⇁ܭഘ↖ܭ↰↺ↂ↗↱ӧᏡ↖ⅱ↺⅛‒

≋ද≕≌ཎК↝Мܹ⇁ஊↈ↺ྸʙⅻᜭൿ↚ь↾↺ↂ↗↞↖ⅼ↙ⅳ≋ɟᑍඥʴඥᇹ வᇹ‧‫ ․᪮≌⅛‒

≋ද≖≌ྸ ʙ˟↚↓ⅳ↕↞⅚́ ྸʴ↚↷↺ᜭൿೌ↝ᘍ̅⅚୿᩿↚↷↺ᜭൿೌ↝ᘍ̅↞ᛐ↰↸↻↙

ⅳ⅛‒

≋ද≗≌ӧԁӷૠ↝ئӳ↚⅚ᜭᧈ↚≕ᅚ⇁ɨⅷ↺↷ⅵ↙ܭഘ↝ܭ↰↞ɧӧ⅛‒

≋ද≘≌ᇹ≕᪮↖↞⅚ྸʙⅻྸʙ˟↝ൿᜭ↝Ⴘႎ↖ⅱ↺ʙ᪮↚↓ⅳ↕੩క⇁ↆ↎ئӳ↚ⅹⅳ↕⅚
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‫
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≋ද≕≌ᅈ˟ᅦᅍᡲઃਖ਼ᡶᚸᜭ˟↝ನ঺Ճ↞⅚࢘ᛆඥʴⅻᘍⅵಅѦ↝ϋܾ↚ࣖↇ⅚̊ⅷ↟⅚ഏ↝

↷ⅵ↙ᎍⅺ↸ನ঺ↈ↺ↂ↗ⅻᎋⅷ↸↻↺⅛‒

∝‒ ᅦᅍ⇛∞⇹⇟↝Мဇᎍׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ᅦᅍ⇛∞⇹⇟↝ኺփᎍׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ‒ᜤஊᜤᎍܖ

∝‒ ʼᜱᅦᅍٟ∝ᅈ˟ᅦᅍٟሁ↝ᎰᏡׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒
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∝‒ ᅈ˟ᅦᅍңᜭ˟ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ σӷѪ᣿˟ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ∂∏∙⇬⇉⇈ׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ᐯ඙˟ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ൟဃۀՃ∝δᇜۀՃ‒

∝‒ ᅦᅍʴ஬↝᫱঺ೞ᧙ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ‒іૅੲೞ᧙ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍݼ

∝‒ ՠ߻˟ᜭ৑ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ‒

∝‒ ‒πσׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ↺ᎍ૾ע

∝‒ ↌↝˂ע؏ᅦᅍ↚᧙ↆ↕ɶᇌπദ↙ᇌئⅺ↸ॖᙸ⇁ᡓ↨↸↻↺ׇ˳ⅺ↸ਖ਼ᕟ⇁Ӗↀ

↺ᎍӍ↞̾ʴ‒
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➨஑❶�㈨⏘ཬࡧ఍ィ�

➨ᅄ༑୍᮲� ᮏἲேࡢ㈨⏘ࡣḟࠋࡿࡍ࡜ࡾ࠾࡜ࡢ�

���� タ❧ᙜ᫬ࡢ㈈⏘�

���� タ❧ᚋᐤ㝃ࡓࢀࡉ㔠ရ�

���� ஦ᴗ࡟క࠺཰ධ�

���� �཰ධࡢ௚ࡢࡑ

㸰� ᮏἲேࡢタ❧ᙜ᫬ࡢ㈈⏘┠㘓ࠊࡣ୺ࡿࡓ஦ົᡤ࡚࠸࠾࡟ഛࠋࡿࡍ࡜ࡢࡶࡃ⨨࠼�

�
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